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自然劇場

　おひさま保育園で７月２日、プール開きが行
われ園児たちは水遊びを安全に楽しむための約
束事をしました。久しぶりのプールに、子ども
たちは大はしゃぎ。園庭には元気な笑い声が響
き渡りました。

笑顔はじける！プール遊び

令和７年は村制施行 70 周年



木島平
アーティスト
イン
レジデンス

アーティストインレジデンスとは

「森」

テーマ

　村民の皆さんと交流する中で、森にまつわる歴史や課題につ
いて学び、村の伝統工芸である内山和紙を使って作品づくりに
挑戦しました。自然と人のつながりを、アートを通して表現す
ることを目指しました。

2025/6-7

▲写真左から、木島平アート部上埜さん、アーティストのクリスティ
　ン・トーダル - ウィリアムズさん、石村まなみさん、学生アシ
　スタントのアリさん、シドニーさん、大久保さん

　アーティストがある土地に一定期間滞在し、いつもとは異なる文化の中で作
品制作や研究活動を行うことです。
　今回は木島平アート部と信州アー
ツカウンシル主催で行われており、
アーティストのクリスティン・
トーダル ‐ウィリアムズさんと石
村まなみさん、そして学生アシス
タントの方々がアメリカから来村
し、中町展示館を拠点に作品制作
を行いました。

ケヤキの森公園を探索 模様のこすり出し

和紙の手すき ウェルカムパーティー まなみさんの展示品

【生涯学習係　電話 0269（82）2041】

自然劇場

議会だより
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アメリカ アラバマ州のオー
バーン大学准教授。おもに鉄
や紙を使い、彫刻や平面作品
を制作するアーティスト。

クリスティン・

トーダル‐ウィリアムズさん

アメリカ オハイオ州のケニ
オン大学助教授。様々な素材
のオブジェや彫刻を制作する
アーティスト。

石村まなみさん

小学校低学年と自然の中でのテクスチャハンティング※

小学校高学年との和紙型取りワークショップ

参加アーティスト

参加アーティスト

展覧会「森をつかむ・つつむ -Branching Out-」　　　

　約 2 か月滞在していた 2 人のアーティストによる作品が完成しました。
どのような作品が生まれたのか、ぜひ実際にご覧ください。
◉開催期間　７月 13 日（日）～９月 28 日（日）　※木曜定休
　　　　　　午前 9 時～午後 5 時（最終入館は午後４時 30 分）
◉会　　場　山ノ内町立志賀高原ロマン美術館
◉入  館  料　大人 500 円 / 小・中学生 300 円

中町展示館での制作風景

中学生との和紙作品ワークショップ

※テクスチャハンティングとは、物体の表面や質感を得るために実際の物体を収集すること。



　　工事のために焼却炉を停止しています
　　施設の長寿命化および将来にわたり安定して環境に配慮したごみの適正処理を継続していくた
　め、現在、大規模な焼却炉の基幹的設備改良工事を実施しています。２炉ある焼却炉のうち、令
　和７年度に１号炉、令和８年度に２号炉を改良します。

年月
令和７年度 令和８年度

４
月 ～ ９

月
10
月 ～ ２

月
３
月

４
月

５
月

６
月 ～ 11

月
12
月 ～ ３

月

１号炉 停止 運転 停止 運転

２号炉 運転 停止 運転 停止 運転

　　工事期間中ごみはどうなる？

　過去３年間をみると、燃えるごみの平均搬入
量は１日あたり約 18 トンです。１炉の平均焼却
可能量は１日あたり約 15 トンのため、１炉のみ
の運転期間中は１日３トンのごみが残ることにな
ります。また、２炉停止する令和８年３月は１日
18 トンのごみが残ることになります。
　収集されたごみを一時的に貯めておく「ごみ

貯留ピット」がありますが、ごみが多く出た場合、
あふれてしまうおそれがあるため、日頃からごみ
の減量にご協力をお願いします。

　　ごみステーションやエコパーク寒川
　　にはいつも通りにごみは出せる？ 
　どちらも今まで通り出すことができます。収集
日もごみカレンダー通りです。

今日から無理なく始めよう

大作ご み 減 量

【スケジュール】

　　ごみ処理施設①　エコパーク寒川

　各家庭から俳出されたごみは、ごみステーションで回収された後、
飯山市藤沢区にあるエコパーク寒川に運ばれ、焼却処理を行っています。
施設は稼働から 17 年目を迎えることもあり、老朽化が進んでいます。

※運転停止期間は工事の進捗状況により変更する場合があります。

　　ごみ処理施設②　最終処分場

　エコパーク寒川でごみを焼却することで「焼却灰」が発生します。
焼却灰は、野沢温泉村虫

むしゅう

生区にある最終処分場へ運搬し埋立を行って
います。埋め立て開始から 17 年が経過しており、令和６年 12 月時点
での埋立率が約 45％と残容量は半分程度となっています。
　新たな埋立地をつくる場合、周辺の生活環境にも影響を与えるため、
地域の皆さんのご理解が必要です。また、莫大な費用もかかります。
今ある埋立地をより長く使うためにごみを減らしていく必要があります。

4

　村で出たごみは、下記の２つの施設で処理しています。ごみの排出量を抑えて施設への負荷を減ら
すためにも、より一層のごみ減量化や資源化にご協力をお願いします。　【生活環境係　内線１２３】

戦



種類 重量 割合

燃
え
る
ご
み

おむつ 8.92kg 37.0％

その他の燃えるごみ 0.86kg 3.6％

プラスチック製品 0.35kg 1.4％

減
量

で
き
る
ご
み

生ごみ 9.85kg 40.9％

手つかず食品 0.84kg 3.5％

資
源
化
で
き
る
ご
み

新聞 0.22kg 0.9％

チラシ等の古紙 1.08kg 4.5％

プラ製容器包装 1.11kg 4.6％

布類 0.59kg 2.4％

ペットボトル 0.28kg 1.2％

空き缶 0.00kg 0.0％

              不燃ごみ 0.00kg 0.0％

▲ 令和７年５月実施
　対象：村で燃えるごみとして出された１０袋を
　　　　無作為に抽出
　方法：燃えるごみ袋の中身を調査し、はかりで
　　　　種類別に重さを計測し、重量比で計算

みんなで始めよう！ごみ減量大作戦

　ごみの処理経費は、ごみの重さで決まりま
す。生ごみの約 80％は水分といわれている
ため、水切りすることで、処理経費の抑制、
悪臭や虫の発生を抑制、焼却炉の負担軽減に
つながります。

　布団やタンス、イスなど、腐敗しない大き
なごみは、エコパーク寒川への持込をなるべ
く控え、村が秋に実施する「粗大ごみ回収」
を利用しましょう。

　古着や古布は、春と秋に村が実施する「古
着・古布回収」もしくは店頭などの回収ボッ
クスを利用しましょ
う。ベビー服や子ど
も服、学用品は、お
ひさまリユースでも
回収しています。
　
　８月 23 日㈯に実施されますので、積極的
にご利用ください。回収物は以下の通りです。
・紙類（新聞紙、段ボール、牛乳パック、雑誌）
・アルミ缶　・ビール瓶　・一升瓶

組成調査結果
　組成調査結果について

　燃えるごみの量５％削減に向け、家庭から出される燃
えるごみの状況を把握するため、組成調査を行いました。
　組成調査の結果、最も高い割合を占めていたのが生
ごみの 40.9％で、古紙類やプラ製容器包装類などの

「資源化できるごみ」が 13.6％含まれていました。

　間違いやすい「雑
ざつがみ

紙」とは

　雑紙とは「新聞」、「段ボール」、「飲料用パック」の
いずれの区分にも入らず、雑誌以外のリサイクルでき
る紙のことです。小さい雑紙は、雑誌の間に挟んだり、
紙袋に入れたりするなど、収集時に飛び散らないよう
工夫をお願いします。

　間違いやすい分別を知り、正しく分別しよう

　燃えるごみではなく「古紙類（雑紙）」
　割りばしの袋　　封筒（ビニールは外す）

　トイレットペーパーの芯　ラップの芯と外箱
　クーポン券など名刺サイズの紙
　プリント（ホチキスの針は付いていても OK）

　「燃えるごみ」として出してください
　写真　防水加工された紙（紙コップや紙皿）

　感熱紙（レシートなど）　汚れや匂いが強いもの

生ごみは「水切り」で減量 リサイクルを意識しよう

古着・古布
回収

おひさま
リユース粗大ごみは村の回収へ

作戦
１

5

作戦
２

作戦
３

2025.7

小中合同資源回収
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福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の

　
　
　
　

年
次
更
新
の
お
知
ら
せ

　

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の
有
効
期
間
が

７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
受
給
者

は
、
８
月
１
日
で
受
給
者
証
の
更
新
に
な

り
ま
す
。

　

対
象
者
へ
は
、
令
和
７
年
度
の
課
税
状

況
な
ど
を
確
認
し
た
後
、
７
月
下
旬
に
新

し
い
受
給
者
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

◉
対
象
者

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
所
持
者

・
療
育
手
帳
Ａ
１
～
Ｂ
２
所
持
者

 

結
婚
50
周
年
を
迎
え
る
皆
さ
ん
へ

 　
　
　

   

金
婚
式
記
念
品
の
贈
呈

　

今
年
結
婚
50
周
年
を
迎
え
る
ご
夫
婦
に

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
方

は
、
地
区
の
民
生
委
員
ま
た
は
健
康
福
祉

係
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◉
対
象
者

　

昭
和
50
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
に
結

婚
さ
れ
た
ご
夫
婦

（
戸
籍
の
届
出
が
遅
れ
て
い
て
も
事
実
上

昭
和
50
年
中
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦
や
、

す
で
に
金
婚
の
年
を
過
ぎ
て
い
て
、
こ
れ
ま

で
に
村
か
ら
記
念
品
の
贈
呈
を
受
け
て
い

な
い
ご
夫
婦
も
含
み
ま
す
。）

◉
申
出
期
限　

７
月
25
日
（
金
）

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
４
】

  

獣
害
防
除
用
電
気
柵
購
入

　
　

補
助
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

村
内
で
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
業
被
害

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
被
害
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
、
電
気
柵
を
購
入
さ
れ
る
方

に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

農
作
物
に
よ
る
餌
付
け
を
避
け
、
近
づ

け
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
集
落

内
で
の
出
没
が
減
少
し
、
人
身
被
害
の
リ

ス
ク
を
軽
減
で
き
ま
す
。

◉
補
助
金
額

　

購
入
価
格
の
２
分
の
１
以
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
限
３
万
円
）

◉
注
意
事
項

・
購
入
先
な
ど
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
予
算
に
達
し
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
の

　

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◉
申
込
方
法

　

農
林
係
ま
で
電
話
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
農
林
係　

内
線
１
３
２
】

  

特
殊
詐
欺
等
被
害
防
止
対
策
機
器

 
設
置
補
助
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

高
齢
者
の
電
話
に
よ
る
特
殊
詐
欺
お
よ

び
悪
質
商
法
な
ど
の
被
害
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
機
器
の
購
入
費
を
補
助
し
ま
す
。

◉
対
象
者

①
村
内
に
住
所
が
あ
る

②
世
帯
員
が
す
べ
て
65
歳
以
上

③
村
内
の
自
宅
に
設
置
す
る

④
村
税
等
に
滞
納
が
な
い

◉
対
象
経
費

　

特
殊
詐
欺
等
被
害
防
止
対
策
機
器
※
の

購
入
費
お
よ
び
設
置
費
用

※
登
録
し
て
い
な
い
電
話
番
号
か
ら
の
着

　

信
に
注
意
を
促
し
た
り
、
着
信
の
相
手

　

方
に
対
し
て
録
音
を
行
う
旨
の
応
答
を

　

自
動
的
に
行
っ
た
り
す
る
機
能
を
有
し

　

て
い
る
電
話
機
な
ど

◉
補
助
額

　

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
限
１
万
円
）

◉
申
請
に
必
要
な
も
の

①
機
器
の
購
入
費
や
設
置
費
用
が
確
認
で

　

き
る
領
収
書

②
補
助
金
の
振
込
先
口
座
番
号

③
機
器
の
カ
タ
ロ
グ　

な
ど

【
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
先
】

○
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８

　

地
域
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
町
村

役
場
な
ど
）
に
つ
な
が
り
ま
す
。

○
長
野
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

電
話
０
２
６
３
（
４
０
）
３
６
６
０

○
飯
山
警
察
署

　

電
話
０
２
６
９
（
６
２
）
０
１
１
０

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
１
】

  

牛
ふ
ん
堆
肥
を

　
　

    　
　
　

ご
活
用
く
だ
さ
い

　

堆
肥
セ
ン
タ
ー
で
は
、
牛
ふ
ん
堆
肥
を

販
売
し
て
い
ま
す
。
家
庭
菜
園
に
も
お
す

す
め
で
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◉
価
格
（
税
込
）

・
袋
詰
め
１
袋
（
12
キ
ロ
）　

４
０
０
円

・
軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台
（
３
５
０
キ
ロ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
６
０
０
円

◉
問
合
せ

○
農
業
振
興
公
社

　

電
話
０
２
６
９
（
８
２
）
４
４
１
０

○
堆
肥
セ
ン
タ
ー

　

電
話
０
２
６
９
（
８
２
）
１
７
５
０

　

※
日
曜
日
定
休（
令
和
７
年
４
月
か
ら
）

【
農
林
係　

内
線
１
３
１
】

・
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
～
３
級
所
持
者

・
母
子
家
庭
ま
た
は
父
子
家
庭

◉
注
意
事
項

・
令
和
６
年
所
得
を
未
申
告
の
方
は
確
定

　

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
母
子
家
庭
ま
た
は
父
子
家
庭
で
、
18
歳

　

に
な
る
お
子
さ
ん
が
い
る
家
庭
で
は
別

　

途
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
併
せ
て

　

ご
案
内
を
お
送
り
し
ま
す
。

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
５
】



2025.7

7

  

国
民
年
金
保
険
料
は

 　

   

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
納
付
可
能

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
現
金
、
口
座
振

替
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
Ｐ
ａ
ｙ—

ｅ

ａ
ｓ
ｙ
な
ど
に
加
え
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
を
使
用
し
た
電
子
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
）
決
済
で
の
納
付
が
で
き
ま
す
。

◉
納
付
に
必
要
な
も
の

・
納
付
書　

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

・
決
済
ア
プ
リ

〇
対
象
決
済
ア
プ
リ

・
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ　

・
Ａ
Ｅ
Ｏ
Ｎ
Ｐ
ａ
ｙ

・
ａ
ｕ
ｐ
ａ
ｙ     

・
ｄ
払
い    

・
楽
天
ペ
イ

・
Ｐ
ａ
ｙ
Ｂ
（
提
携
し
て
い
る
各
金
融
機

　

関
の
決
済
ア
プ
リ
を
含
む
）

◉
決
済
方
法

①
決
済
ア
プ
リ
を
起
動
す
る
。

②
ス
マ
ホ
の
カ
メ
ラ
機
能
で
納
付
書
の
バ

　

ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
。

③
決
済
内
容
を
確
認
し
、
パ
ス
ワ
ー
ド
を

　

入
力
す
る
。
↓
決
済
完
了
。

※
各
決
済
ア
プ
リ
の
操
作
方
法
な
ど
に
つ

　

い
て
は
、
ご
利
用
の
決
済
事
業
者
に
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
ス
マ
ホ
決
済
利
用
後
の
納
付
書
は
、
コ

　

ン
ビ
ニ
や
金
融
機
関
な
ど
で
使
用
し
な

　

い
よ
う
注
意
し
て

　

く
だ
さ
い
。

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
２
】

  
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

献
血
と
は
、
輸
血
を
必
要
と
す
る
方
の

た
め
に
、
健
康
な
方
が
血
液
を
提
供
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

人
間
の
生
命
を
維
持
す
る
た
め
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
血
液
は
、
人
工
的
に
作

る
こ
と
が
で
き
ず
、
長
期
間
の
保
存
も
で

き
な
い
た
め
、
継
続
的
な
献
血
が
必
要
で

す
。
ぜ
ひ
、
村
で
行
う
こ
の
機
会
に
献
血

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
日
時　

７
月
25
日
（
金
）　

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

◉
場
所　

木
島
平
村
保
健
セ
ン
タ
ー

◉
種
類　

全
血
献
血
（
４
０
０
㎖
）

◉
年
齢

○
男
性　

17
歳
～
69
歳

○
女
性　

18
歳
～
69
歳

※
65
歳
～
69
歳
の
方
は
、
60
歳
～
64
歳
の

　

時
に
献
血
を
し
た
こ
と
の
あ
る
方

◉
体
重　

男
女
と
も
50
㎏
以
上

◉
そ
の
他

・
献
血
カ
ー
ド
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
初
め
て
献
血
を
さ
れ
る
方
や
前
回
の
献

　

血
か
ら
期
間
が
空
い
て
い
る
方
は
、
本

　

人
確
認
の
た
め
運
転

　

免
許
証
な
ど
の
提
示

　

を
お
願
い
す
る
こ
と

　

が
あ
り
ま
す
。

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
５
】

  

農
薬
の
空
中
防
除
を
行
い
ま
す

　

水
稲
の
い
も
ち
病
、
害
虫
等
防
除
の
た

め
、
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
農
薬
の

空
中
防
除
を
行
い
ま
す
。

◉
日
時

　

７
月
17
日
（
木
）、
８
月
５
日
（
火
）

※
い
ず
れ
も
朝
５
時
か
ら
１
時
間
程
度

※
雨
天
、
強
風
等
の
場
合
は
翌
日
に
順
延

　

し
ま
す
。

◉
散
布
箇
所

　

散
布
希
望
の
あ
っ
た
田
ん
ぼ

【
被
害
防
止
の
た
め
の
お
願
い
】

　

ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
、
田
ん
ぼ

の
上
空
を
超
低
空
（
３
ｍ
程
度
）
で
飛
ん

で
い
ま
す
。
危
険
防
止
の
た
め
、
ラ
ジ
コ

ン
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
見
て
も
近
づ
か
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
安
全
対
策
】

・
散
布
対
象
の
田
ん
ぼ
周
辺
の
水
平
方
向

　

30
ｍ
以
内
に
、
食
用
野
菜
な
ど
が
栽
培

　

さ
れ
て
い
る
場
合
や
家
屋
が
あ
る
場
合

　

は
散
布
を
行
い
ま
せ
ん
。

・
風
速
が
毎
秒
３
ｍ
以
上
の
場
合
、
散
布

　

を
見
合
わ
せ
ま
す
。

◉
問
合
せ

　

木
島
平
村
農
業
振
興
公
社

　

電
話
０
２
６
９
（
８
２
）
４
４
１
０

【
農
林
係　

内
線
１
３
２
】

  

村
消
防
団  

ポ
ン
プ
操
法
大
会
・

 

ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
結
果

◉
開
催
日　

６
月
22
日
（
日
）

◇
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

　

優
勝　

第
二
部

　
　
　
　
（
大
町
・
中
町
・
西
町
）

◇
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　

優
勝　

第
一
部

　
　
　
　
（
糠
千
・
山
口
・
柳
久
保
）▲県大会出場を決めた

　村消防団ラッパ隊

  

北
信
消
防
協
会  

大
会
結
果

  

第
36
回
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
・

  

第
35
回
消
防
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会

◉
開
催
日　

６
月
29
日
（
日
）

◇
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

　

第
３
位　

第
二
部

◇
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　

第
３
位　

第
一
部

◇
ラ
ッ
パ
吹
奏
の
部

　

優
勝　

村
消
防
団
ラ
ッ
パ
隊

【
総
務
係　

内
線
１
０
６
】
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国民健康保険税の
　納付が始まります

紛
失
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
紛
失
さ
れ

た
場
合
、
再
発
行
す
る
こ
と
も
可
能
で
す

が
、
毎
月
の
送
付
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

【
一
括
納
付
を
希
望
す
る
方（
全
期
前
納
）】

　

一
括
用
の
納
付
書
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
金
融
機
関
等
の
窓
口
に
納
付
書
９
枚

す
べ
て
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◉
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

納
期
内
の
納
付
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。【

税
務
係　

内
線
１
１
２
】

◉
納
付
回
数
に
つ
い
て

　

今
年
４
月
に
集
合
税
が
廃
止
さ
れ
、
単

税
化
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
国
民

健
康
保
険
税
は
、納
付
回
数
が
「
９
期
（
９

回
）」
へ
と
変
更
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
３

月
31
日
ま
で
の
12
か
月
分
を
９
回
に
分
け

て
納
付
い
た
だ
き
ま
す
。

◉
各
期
納
付
明
細
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

７
月
中
旬
に
「
国
民
健
康
保
険
税 

各

期
納
付
明
細
」
を
お
送
り
し
ま
し
た
。
内

容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
納
付
書
払
い
の

方
は
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
納
付
書
は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
】

　

納
付
書
払
い
の
方
に
は
、「
各
期
納
付

明
細
」
と
一
緒
に
納
付
書
９
枚
を
お
送
り

し
ま
し
た
。
納
付
書
を
郵
送
す
る
の
は
初

月
の
今
回
だ
け
で
す
の
で
、
納
付
忘
れ
や

期
（
月
）

納
期
限

１
期
（
７
月
）
令
和
７
年

　

７
月
31
日
㈭

２
期
（
８
月
）
令
和
７
年

　

９
月
１
日
㈪

３
期
（
９
月
）
令
和
７
年

　

９
月
30
日
㈫

４
期
（
10
月
）
令
和
７
年

　

10
月
31
日
㈮

５
期
（
11
月
）
令
和
７
年

　

12
月
１
日
㈪

６
期
（
12
月
）
令
和
８
年

　

１
月
５
日
㈪

７
期
（
１
月
）
令
和
８
年

　

２
月
２
日
㈪

８
期
（
２
月
）
令
和
８
年

　

３
月
２
日
㈪

９
期
（
３
月
）
令
和
８
年

　

３
月
31
日
㈫

◀
国
民
健
康
保
険
税
　
納
期
限

　

こ
ん
に
ち
は
。
交
流
推
進
員
の
水
澤

祐ゆ
う
す
け介

で
す
。

  

今
年
は
姉
妹
都
市
盟
約
40
周
年

　

５
月
31
日
、
調
布
市
と
の
姉
妹
都
市

盟
約
40
周
年
を
記
念
し
、
調
布
駅
前
の

グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
に
て
、
日
本
酒
の
試

飲
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
木
島
平
村
で
栽
培
さ
れ

た
酒
米
「
金

き
ん
も
ん
に
し
き

紋
錦
」
を
使
用
し
た
日
本

酒
や
木
島
平
産
の
米
と
龍
興
寺
清
水
で

作
ら
れ
た
「
内
山
乃
雫
」
な
ど
、
合
計

８
種
類
の
お
酒
が
用
意
さ
れ
、
参
加
さ

れ
た
皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
の
風
味
や
個

性
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　

試
飲
会
は
２
部
制
で
行
わ
れ
、
ど
ち

ら
の
回
も
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
盛
況

ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
調
布
市

の
テ
レ
ビ
広
報
の
取
材
も
入
り
、
試
飲

会
の
様
子
は
現
在
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で

も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　

さ
ら
に
、
村
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

が
デ
ザ
イ
ン
し
た
姉
妹
都
市
盟
約
40
周

年
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
決
定
し
ま
し

154

　

▲試飲会の様子
　（調布市公式
　  Youtube)

た
。
調
布
市
の
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
と

米
ど
こ
ろ
木
島
平
村
の
稲
穂
と
里
山
を

モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
カ

ラ
ー
は
Ｆ
Ｃ
東
京
の
ク
ラ
ブ
カ
ラ
ー
で

あ
る
青
、
赤
、
ゴ
ー

ル
ド
を
使
用
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
節
目
の
年
を

き
っ
か
け
に
、
木
島
平
村
と
調
布
市
の

つ
な
が
り
を
さ
ら
に
深
め
て
い
け
る
よ

う
、
引
き
続
き
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

た
け
の
こ
ま
つ
り

　

新
鮮
屋
に
て
「
た
け
の
こ
ま
つ
り
」

と
題
し
、
ネ
マ
ガ
リ
ダ
ケ
の
販
売
会
を

６
月
21
日
に
実
施
し
ま
し
た
。
開
店
前

か
ら
多
く
の
方
が
並
び
、
な
ん
と
開
店

か
ら
30
分
ほ
ど
で
完
売
と
な
る
ほ
ど
盛

況
で
し
た
。 

　

今
後
も
店
頭
イ
ベ
ン
ト
や
出
張
販
売

な
ど
を
通
し
て
、
村
の
農
産
物
や
文
化

に
触
れ
て
い
た
だ
け
る
機
会
を
増
や
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　

▲開店約 30 分で完売
　した「ネマガリダケ」
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２
０
２
５
「
家
庭
の
日
」

　
　

  

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

　

今
年
も
「
家
庭
の
日
※
」
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

大
切
な
人
の
笑
顔
や
懐
か
し
い
思
い
出

の
品
物
、
大
好
き
な
ペ
ッ
ト
の
愛
お
し
い

姿
な
ど
の
写
真
を
通
じ
て
、
家
庭
や
家
族

の
絆
、
温
か
さ
や
大
切
に
思
う
気
持
ち
を

自
由
に
表
現
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
募
集
期
間

　

８
月
17
日
（
日
）
ま
で

◉
応
募
方
法

　

村
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
た
は
隣
組
回

覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
家
庭
の
日
と
は

　

村
で
は
、
毎
月
第
３
日
曜
日
を
「
家
庭

の
日
」
と
し
、
家
族
の
大
切
さ
を
見
つ
め

直
す
き
っ
か
け
と
し
て
い
ま
す
。
家
族
と

過
ご
す
時
間
を

大
切
に
し
、
明

る
く
心
豊
か
な

家
庭
づ
く
り
を

目
指
し
て
取
組

ん
で
い
ま
す
。

【
子
育
て
支
援
係　

内
線
１
６
１
】

▲昨年の大賞作品
　「家族でおでかけ」

  

学
校
夏
休
み
中
は

    

　 

農
村
交
流
館
研
修
室
を
開
放

　

学
校
の
夏
休
み
期
間
中
、
農
村
交
流
館

２
階
研
修
室
を
学
習
室
と
し
て
開
放
し
ま
す
。

◉
期
間

　

７
月
19
日
（
土
）
～
８
月
20
日
（
水
）

◉
利
用
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

◉
注
意
事
項

　

研
修
室
の
使
用
開
始
時
、
終
了
時
に

は
事
務
室
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

【
生
涯
学
習
係

電
話
０
２
６
９
（
８
２
）
２
０
４
１
】

  

夏
休
み
中
の
学
校
の
閉
庁

　

村
内
小
学
校
・
中
学
校
は
、
次
の
日
程

で
学
校
を
閉
庁
し
ま
す
。

◉
閉
庁
日　

８
月
11
日
（

月
）

～
17
日
（

日
）

※
緊
急
の
場
合
は
、
子
育
て
支
援
係
へ
ご

　

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
【
子
育
て
支
援
係　

内
線
１
６
２
】

  

満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館

  

夏
休
み
子
ど
も
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｄ

　

村
は
、
自
治
体
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
阿

智
村
に
あ
る
満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
の
取

組
み
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

戦
後
80
年
を
迎
え
た
今
年
は
、
夏
休
み

期
間
の
週
末
に
「
夏
休
み
子
ど
も
Ｗ
Ｅ
Ｅ

Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
」
と
し
て
子
ど
も
向
け
の
学
習

会
を
行
い
ま
す
。
平
和

に
つ
い
て
考
え
る
良
い

機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◉
無
料
対
象
者　

　

村
に
住
所
の
あ
る
小
学
生
・
中
学
生
・

高
校
生

※
住
所
の
分
か
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
一
般
の
方
は
有
料
で
す
。　

◉
期
日

　

７
月
26
日
（
土
）・
27
日
（
日
）

　

８
月
２
日
（
土
）・
３
日
（
日
）

　

16
日
（
土
）・
17
日
（
日
）

◉
開
館
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　
（
た
だ
し
、
最
終
入
館
は
16
時
）

◉
場
所

　

満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館

　
（
下
伊
那
郡
阿
智
村
駒
場
７
１
１
‐
10
）

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
５
】

  

長
野
県
子
育
て
世
帯
生
活
支
援

     

特
別
給
付
金
（
ひ
と
り
親
世
帯
）

　

県
で
は
、
食
料
品
や
燃
料
費
な
ど
の
価

格
高
騰
に
よ
る
影
響
を
考
慮
し
、「
子
育

て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
（
ひ
と
り

親
世
帯
分
）」
の
支
給
を
実
施
し
ま
す
。

◉
支
給
金
額

　

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

◉
支
給
対
象

　

公
的
年
金
受
給
な
ど
の
理
由
で
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
方
、
物
価
高

騰
等
を
理
由
に
家
計
が
急
変
し
、
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
と
収
入
が
同

程
度
の
水
準
に
な
っ
て
い
る
ひ
と
り
親
世

帯
の
方
は
、
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

※
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
で

　

す
で
に
令
和
７
年
４
月
28
日
に
県
か
ら

　

支
給
さ
れ
て
い
る
方
は
新
た
に
申
請
す

　

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◉
申
請
先　

子
育
て
支
援
係

◉
申
請
期
限　

８
月
29
日
（
金
）

◉
そ
の
他

　

所
得
要
件
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
村
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
た
は
子

育
て
支
援
係
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
子
育
て
支
援
係　

内
線
１
６
１
】

村公式
ウェブサイト



　お手元の被保険者証等の有効期限は令和７年７月 31 日です。７月下旬に被保険
者資格書類を郵送します。同じ世帯に複数人の加入者がいる場合は同封しますので、
お手元に届きましたら確認をお願いします。　　　　【生活環境係　内線１２３】

■後期高齢者医療制度加入者の方

　お手元の被保険者証等の有効期限は令和７年 7 月 31 日です。後期高齢者医療制度
に加入されている方には、マイナ保険証の有無に関わらず、有効期限が令和８年７月
31 日までの新しい「資格確認書」を 7 月下旬に郵送します。医療機関等の窓口に「資
格確認書」を提示することで保険診療を受けることができます。
※資格確認書に限度区分（所得区分）の併記を希望される方は、生活環境係へお申し
　出ください。

国民健康保険・後期高齢者医療制度加入者の皆さんへ

新しい被保険者資格書類を郵送します

10

・マイナ保険証の利用登録の解除申請により資格確認書の交付を受けることができます。
・介護が必要な方や障害者手帳の交付を受けている方で、マイナ保険証の本人確認が困難な方は、申請に
　よりマイナ保険証の利用登録を解除せずに、資格確認書の交付を受けることができます。

◉「資格確認書」とは
・マイナ保険証をお持ちでない方の被保険者資格を確認するためのものです。
・医療機関等の窓口に「資格確認書」を提示することで保険診療を受けることがで
　きます。

資格確認書（藤色）

マイナ保険証をお持ちでない方には、「資格確認書」を郵送します

　マイナ保険証をお持ちの方に一斉交付するのは今回のみです。69 歳以下の方の「資
格情報のお知らせ」には有効期限が記載されないため、資格情報に変更がない限り交付
するのは今回のみです。マイナ保険証と一緒に大切に保管してください。
◉「資格情報のお知らせ」とは
・マイナンバーカードの健康保険証利用登録がお済みの方へ、医療保険の資格情報
　をお知らせするものです。
・顔認証付きカードリーダーの不具合等、マイナ保険証が利用できない場合に、マイナ保険証と「資格情報
　のお知らせ」を提示することで保険診療を受けることが出来ます。

マイナ保険証をお持ちの方には、「資格情報のお知らせ」を郵送します

資格情報のお知らせ

資格情報のお知らせ

マイナ保険証をお持ちの方で、資格確認書の交付を希望される場合

後期高齢者資格確認書
（青色）

※限度額認定証は、被保険者証等と同じ７月 31 日が有効期限です。必要な方は改めて申請が必要です。
※有効期限の切れた被保険者証等は、はさみで切断するなど、自己処分または役場窓口へお持ちください。

■国民健康保険加入者の方へ
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◉採用人数　いずれも若干名
◉試験日　　【一次試験】　９月中旬（予定）　
　　　　　　【二次試験】　10 月（予定）
◉試験会場　木島平村役場
◉受付期限　８月 29 日 (金 ) 必着

◉申込方法　総務係または村公式ウェブサイトに
　　　　　　ある「申込書」を提出してください。

令和８年４月採用予定の職員を募集します

募集要項

　木島平村職員採用候補者の採用試験を行います。詳細は、村公式ウェブサイトをご覧ください。　

試験区分 生年月日 資格など

行政事務
（上級）

平成７年４月２日以降に
生まれた人

・学校教育法による大学を卒業した人または令和８
　年３月卒業見込みの人
・木島平村に住民登録し、村内に居住している人また
　は採用後に木島平村に住民登録し居住する人。
　ただし、住宅の確保が難しいと認められる場合はこ
　の限りでない

行政事務
（初級）

平成 17 年４月２日以降に
生まれた人

・学校教育法による高等学校を卒業した人または令和
　８年３月卒業見込みの人
・住所要件は「行政事務（上級）」と同じ

行政事務
（初級）

※社会人経験者

昭和 60 年４月２日から平
成 17 年４月１日までに生
まれた人

・民間企業等において職務経験が３年程度以上ある人
・住所要件は「行政事務（上級）」と同じ

社会福祉士
（上級）

昭和 55 年４月２日以降に
生まれた人

・学校教育法による大学を卒業した人または令和８
　年３月卒業見込みの人
・社会福祉士の資格を有する人又は令和８年３月ま
　でに取得見込みの人

社会福祉士
（中級）

昭和 55 年４月２日以降に
生まれた人

・学校教育法による短大を卒業した人
・社会福祉士の資格を有する人

【総務係　内線１０８】

  

８
月
３
日
は
司
法
書
士
の
日

　
　
　

相
続
登
記
特
別
無
料
相
談

　

司
法
書
士
事
務
所
に
お
け
る
相
続
登
記

特
別
無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
相
続
の

心
配
ご
と
を
解
決
し
ま
せ
ん
か
。

◉
日
時　

８
月
４
日
（
月
）
～
８
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

◉
場
所　

県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

　
（
必
ず
電
話
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
）

◉
相
談
料　

無
料

◉
予
約
方
法

　

相
談
を
希
望
す
る
司
法
書
士
事
務
所
に

直
接
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◉
相
談
例

・
登
記
名
義
人
が
先
々
代
の
ま
ま
に
な
っ

　

て
い
る

・
相
続
登
記
の
義
務
化
で
ど
の
よ
う
に
変

　

わ
っ
た
の
か

・
実
家
が
相
続
登
記
を
せ
ず
に
空
き
家
に

　

な
っ
て
い
る

・
相
続
し
た
土
地
を
国
が
引
き
取
っ
て
く

　

れ
る
制
度
に
つ
い
て

・
遺
言
に
つ
い
て

◉
問
合
せ

　

長
野
県
司
法
書
士
会

　

電
話
０
２
６
（
２
３
２
）
７
４
９
２

◀村公式
　ウェブサイト
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国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
む
す
べ
て
の

人
と
世
帯
を
対
象
に
、
５
年
に
１
度
行
わ

れ
る
国
の
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
で

す
。
人
口
や
世
帯
数
を
は
じ
め
、
性
別
や

年
齢
別
、
産
業
別
な
ど
の
人
口
構
造
や
世

帯
構
成
、
居
住
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
今

後
の
国
の
政
策
運
営
の
基
礎
資
料
と
す
る

も
の
で
、
大
正
９
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

◉
調
査
基
準
日　

10
月
１
日
（
水
）

◉
調
査
の
対
象

　

日
本
に
常
住
す
る
す
べ
て
の
人
お
よ
び

全
て
の
世
帯
（
外
国
人
含
む
）

◉
調
査
の
方
法

①
調
査
票
等
を
受
け
取
る

　

各
地
区
の
統
計
調
査
員
が
、
担
当
地
域

の
す
べ
て
の
世
帯
に
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
答
依
頼
書
」
お
よ
び
「
紙
の
調
査
票
」

を
配
布
し
ま
す
。

②
い
ず
れ
か
の
方
法
で
回
答
す
る

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答

・
紙
の
調
査
票
を
郵
送
に
よ
り
提
出

・
紙
の
調
査
票
を
調
査
員
に
提
出

◉
調
査
結
果
の
利
用
方
法

　

国
勢
調
査
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体

に
お
け
る
様
々
な
施
策
の
立
案
や
推
進

に
利
用
さ
れ
る
ほ
か
、
学
術
、
教
育
、

民
間
な
ど
各
方
面
で
広
く
活
用
さ
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
政
策
情
報
係　

内
線
１
１
５
】

令
和
７
年
10
月
１
日
に

　
国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

交
通
災
害
共
済
は
、
交
通
事
故
に
遭
わ

れ
た
方
の
救
済
を
目
的
と
し
た
制
度
で
、

少
な
い
掛
金
で
加
入
で
き
る
共
済
で
す
。

　

村
で
は
、
全
額
公
費
負
担
に
よ
り
住
民

の
加
入
を
実
施
し
ま
す
。

◉
対
象
者

　

令
和
７
年
７
月
１
日
時
点
で
木
島
平
村

に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方

◉
対
象
外
と
な
る
方

　

基
準
日
（
令
和
７
年
７
月
１
日
）
以
降

に
転
入
ま
た
は
出
生
さ
れ
た
方

　

次
年
度
の
公
費
加
入
ま
で
お
待
ち
い
た

だ
く
か
、
自
費
で
加
入
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
総
務
係

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◉
保
険
期
間
と
加
入
者
証

○
保
険
期
間

　

８
月
１
日
（
金
）

　
　
　
　
　

～
令
和
８
年
７
月
31
日（
金
）

○
加
入
者
証
の
廃
止

　

区
を
通
じ
て
配
布
し
て
い
た
「
加
入
者

証
」
は
、
公
費
加
入
の
対
象
拡
大
に
伴
い

廃
止
し
ま
し
た
。
加
入
状
況
は
役
場
で
管

理
し
て
い
ま
す
。

◉
支
給
対
象
事
故

　

国
内
の
道
路
上
を
運
行
中
の
自
動

車
、
バ
イ
ク
、
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
、
自

転
車
、
車
イ
ス
、
小
児
用
三
輪
車
、
電

動
カ
ー
ト
、
電
車
等
の
乗
車
中
お
け
る

事
故
（
転
倒
含
む
）。

　

歩
行
中
に
車
等
に
よ
る
事
故
に
あ
っ

た
時
は
、
内
容
に
よ
っ
て
見
舞
金
が
支

払
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◉
見
舞
金
の
請
求
方
法

　

事
故
の
内
容
や
状
況
に
よ
っ
て
は
、

見
舞
金
の
支
給
対
象
外
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
準
備
を
始
め
る

前
に
必
ず
総
務
係
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

【
総
務
係　

内
線
１
０
６
】

　

安
心
！

　

  

交
通
災
害
共
済

　

     

村
民
全
員
※

加
入

【
簡
単
で
便
利
な

　
　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
】

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
「
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
回
答
依
頼
書
」
の
ロ
グ

イ
ン
用
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る

こ
と
で
簡
単
に
ロ
グ
イ
ン
で
き
ま

す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
24
時
間
い

つ
で
も
回
答
で
き
ま
す
。

　

令
和
２
年
国
勢
調
査
で
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
し
た
人
の
98
％
が

「
次
回
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答

し
た
い
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
人
が
対
象

村公式
ウェブサイト

※
令
和
７
年
７
月
１
日
時
点
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令
和
６
年
４
月
１
日
に
、
相
続
登
記
の

申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
不
動
産
を

相
続
し
た
こ
と
を
知
っ
て
か
ら
３
年
以

内
に
相
続
登
記
の
申
請
を
し
な
け
れ
ば
、

10
万
円
以
下
の
支
払
い
が
命
じ
ら
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

誰
も
が
当
事
者
に
な
る
可
能
性
が
あ
る

の
が
空
き
家
問
題
で
す
。
次
の
項
目
で
チ

ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　

実
家
が
空
き
家
に
な
っ
て
い
る

　
　

売
却
し
た
い
が
10
年
先
は
考
え
て

　
　

い
な
い

　
　

空
き
家
の
名
義
が
亡
く
な
っ
た
親

　
　

の
ま
ま
で
あ
る

　
　

親
が
亡
く
な
れ
ば
実
家
が
空
き
家

　
　

に
な
る

　

空
き
家
を
放
置
し
て
良
い
こ
と
は
１
つ

も
あ
り
ま
せ
ん
。
チ
ェ
ッ
ク
項
目
に
１
つ

で
も
当
て
は
ま
っ
た
方
は
、
一
度
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
電
話
や
メ
ー
ル
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
相
談
も
可
能
で
す
。

実
際
に
空
き
家
に
な
っ
て
か
ら
で
は
な

く
、
空
き
家
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
段
階

か
ら
準
備
を
始
め
る
と
、
次
の
よ
う
な
利

点
が
あ
り
ま
す
。

　

  

空
き
家
活
用
の
メ
リ
ッ
ト

　
　

維
持
や
管
理
の
費
用
、
労
力
が
最
小

　
　

限
で
済
む

　
　

→
時
間
が
経
つ
ほ
ど
補
修
が
必
要
に

　
　
　

な
り
、
最
終
的
に
取
り
壊
し
が
必

　
　
　

要
に
な
り
ま
す
。

　
　

良
好
な
状
態
の
空
き
家
は
、
高
い
金

　
　

額
で
売
却
す
る
こ
と
が
で
き
る

　
　

移
住
希
望
者
に
空
き
家
を
渡
し
、
村

　
　

の
活
性
化
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る

　
「
お
金
が
な
く
て
」「
時
間
が
な
く
て
」

と
後
回
し
に
す
る
ほ
ど
、
結
果
的
に
お
金

も
時
間
も
か
か
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

【
移
住
定
住
推
進
係　

内
線
１
４
２
】

村への移住・定住・空き家
に関するお知らせなどを

掲載します！

　空き家対策や補助制度など、最新情報を専門家

にお聞きします。司法書士による無料相談会もあ

ります。※詳しくは広報８月号に掲載します。

【日付】　８月 23 日 ( 土 ) 
【内容】　午前９時 30 分～　お話し会・質疑

　　　　午前 11 時～　無料相談会（要予約）

お話し会・空き家無料相談

令和６年度
空き家バンク成約数

19 件
年代層も幅広く、若い世
代や家族での移住も増え
ています。

過去最多
\ 聞いて、話して、空き家のこれから /

  

旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く

　
　

 

優
生
手
術
等
を
受
け
た
方
へ

　

補
償
金
の
請
求
に
関
す
る
受
付
や
相
談

を
県
の
専
用
窓
口
で
行
っ
て
い
ま
す
。

◉
支
給
対
象

　

旧
優
生
保
護
法
に
よ
る
優
生
手
術
・
人

工
妊
娠
中
絶
な
ど
を
受
け
た
本
人
と
そ
の

配
偶
者

◉
支
給
額

①
補
償
金

　

本
人　

１
千
５
０
０
万
円

　

配
偶
者　

５
０
０
万
円

(

本
人
・
配
偶
者
死
亡
の
場
合
は
そ
の
遺
族)

②
優
生
手
術
等
一
時
金

　

本
人　

３
２
０
万
円

③
人
口
妊
娠
中
絶
一
時
金

　

本
人　

２
０
０
万
円

◉
請
求
期
限　

令
和
12
年
１
月
16
日

◉
受
付
・
相
談
窓
口

　

長
野
県
庁
（
本
館
４
階
）
旧
優
生
保
護

法
補
償
金
等
受
付
・
相
談
窓
口
（
健
康
福

祉
部　

疾
病
・
感
染
症
対
策
課
）

◉
受
付
時
間

　

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

○
電
話
０
２
６
（
２
３
５
）
７
１
４
３

○
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６
（
２
３
５
）
７
１
７
０

○
メ
ー
ル
（
専
用
）

　

yu-sodan@
pref.nagano.lg.jp
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　村では、河川の水質管理と生態系への影響の調査を目的に、河川の水質検査をしてい
ます。河川の類型は、環境省の「生活環境の保全に関する環境基準」で定められており、
その河川がどのような用途に向いているかを表しています。一人ひとりが河川に対する
意識を持ち、水質の維持、向上に努めましょう。　　　　　【生活環境係　内線１２３】

◉河川水質検査の結果
（採水日時：令和７年５月 15 日  午前９時 40 分～午後０時 15 分 / 天候：晴れ / 気温：5.5℃～ 14.0℃）

◆（参考）環境省「生活環境の保全に関する環境基準」

各項目の説明について、詳しくは村公式ウェブサイトをご確認ください。

村の河川の水質検査の結果をお知らせします
令和７年度

採水
場所

樽川 樽川 樽川 馬曲川 馬曲川 大川 大川 大川
農業用水

基準試験
項目

（糠千） （新橋） （小見橋） （馬曲）
（グリーン
センター）

（西小路）
（西小路
大川橋）

（市之割）

ｐＨ －  7.5 7.5 7.6 7.2 7.4 7.5 7.7 7.7 6.0 ～ 7.5

ＳＳ mg/ ℓ 1.0 4.0 3.0 7.0 6.0 4.0 3.0 5.0
100mg/ ℓ

以下

ＢＯＤ mg/ ℓ 2.2 0.8 0.9 0.6 0.8 2.0 1.0 1.2
8mg/ ℓ
以下

大腸
菌数

CFU/
100m ℓ

2.0 700.0 10.0 2.0 8.0 20.0 190.0 15.0 ―

全窒素 mg/ ℓ 0.18 0.52 0.47 0.13 0.21 0.62 0.59 0.51
1mg/ ℓ
以下

全りん mg/ ℓ 0.013 0.032 0.034 0.020 0.021 0.035 0.038 0.052 ―

ＤＯ mg/ ℓ 11.0 11.0 11.0 11.0 11.0 10.0 10.0 11.0
5mg/ ℓ
以上

Ｃ l ‐ mg/ ℓ 1.4 2.9 2.8 1.6 1.7 4.8 4.6 5.4 ―

河川類型比較 B B AA AA AA A A A

項目

類型

利用目的の

適応性

水素イオン

濃度 （ｐＨ）

浮遊物質量

(SS)

生物化学的酸素

要求量 （ＢＯＤ）
大腸菌数

溶存酸素量

（ＤＯ）

ＡＡ 水道 1 級 6.5 ～ 8.5 25mg/ ℓ以下 1mg/ ℓ以下
20CFU/100m ℓ

以下
7.5mg/ ℓ以上

Ａ
水道 2 級

水産 1 級
6.5 ～ 8.5 25mg/ ℓ以下 2mg/ ℓ以下

300CFU/100m ℓ

以下
7.5mg/ ℓ以上

Ｂ
水道 3 級

水産 2 級
6.5 ～ 8.5 25mg/ ℓ以下 3mg/ ℓ以下

1,000CFU/100m ℓ

以下
5mg/ ℓ以上

Ｃ
水産 3 級

工業用水 1 級
6.5 ～ 8.5 50mg/ ℓ以下 5mg/ ℓ以下 ― 5mg/ ℓ以上

Ｄ
工業用水 2 級

農業用水
6.0 ～ 8.5 100mg/ ℓ以下 8mg/ ℓ以下 ― 2mg/ ℓ以上

Ｅ
工業用水 3 級

環境保全
6.0 ～ 8.5

ごみ等の浮遊が

認められないこと
10mg/ ℓ以下 ― 2mg/ ℓ以上
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シ
リ
ー
ズ
コ
ミ
ス
ク
㊸

　
ふ
る
さ
と
木
島
平
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
地
域
総
ぐ
る
み
で
育
て
よ
う

▲村観光振興局で作成した横断幕
  （横断幕は 2024 年のものです。）

  

世
界
に
通
じ
る

   

ス
ポ
ー
ツ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
木
島
平

　

こ
ん
に
ち
は
！
沼
野
で
す
！

　

早
い
も
の
で
木
島
平
に
移
り
住
み
、

３
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
初
め
て
木
島

平
を
訪
れ
た
の
が
２
０
２
１
年
、
そ
の

頃
は
ま
さ
か
自
分
が
村
に
移
り
住
む
と

は
考
え
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
が
木
島
平
を
知
る
き
っ
か
け
と
な

っ
た
の
は
、
今
年
も
村
内
で
開
催
さ
れ

た
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
大
会
「
奥

信
濃
１
０
０
」
で
し
た
。
私
の
ま
わ
り

で
も
こ
の
大
会
や
、
冬
の
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
ス
キ
ー
な
ど
が
き
っ
か
け
で
木

島
平
を
知
り
、
い
つ
の
間
に
か
移
住
し

て
い
た
と
い
う
友
人
が
何
人
か
い
ま
す
。

　

木
島
平
に
来
て
驚
い
た
こ
と
は
、
ト

レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
ス
キ
ー
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
ス

ポ
ー
ツ
競
技
の
全
国
的
な
大
会
が
開
催

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
こ
ま
で
多

く
の
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
地
域
は

他
で
は
あ
ま
り
な
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
ま
た
、
大
会
だ
け
で
は
な
く

練
習
拠
点
と
し
て
も
多
く
の
ア
ス
リ
ー

ト
に
木
島
平
は
支
持
さ
れ
て
お
り
、
来

年
開
催
さ
れ
る
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

出
場
選
手
や
候
補
選
手
も
多
く
訪
れ
て

い
ま
す
。

　

観
光
振
興
局
で
は
、
村
と
一
緒
に
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
地
域
を
盛
り
上
げ

て
い
く
た
め
様
々
な
企
画
を
考
え
て
い

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
人
も
応
援
す

る
人
も
、
み
ん
な
が
楽
し
め
る
企
画
の

持
ち
込
み
も
大
歓
迎
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
地

域
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
！

沼野　寛
かん

地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信

　

学
校
運
営
協
議
会
の
委
員
と
し
て
、

今
年
度
新
た
に
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
山
本

章し
ょ
う
た太
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
本
さ
ん
は
、
村
外
で
の
就
学
、
就

職
を
経
て
村
に
戻
り
、
10
年
以
上
地
域

福
祉
に
携
わ
っ
て
多
世
代
交
流
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
え
る
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
事
務

局
を
務
め
る
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係

の
武
田
係
長
と
、
広
報
担
当
の
西
澤
で

山
本
さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

地
域
福
祉
と
教
育
と
の
関
わ
り

近
年
、
集
落
内
で
の
関
わ
り
が
薄
ま

り
、
あ
い
さ
つ
が
で
き
な
い
子
ど
も
達

が
増
え
て
い
る
、
と
山
本
さ
ん
は
言
い

ま
す
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
ず
っ
と
知
り
合
い
同

士
の
環
境
に
い
る
と
、「
あ
の
子
は
こ

う
い
う
人
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
固
ま

り
、
自
分
の
殻
を
破
り
に
く
く
な
っ
て

い
き
ま
す
。
そ
こ
に
、
村
外
か
ら
訪
れ

る
人
や
移
住
者
な
ど
の「
知
ら
な
い
人
」

と
交
流
し
た
り
、
地
域
の
方
が
先
生
に

な
っ
た
り
す
る
機
会
に
触
れ
る
こ
と

が
、
今
ま
で
と
違
う
自
分
を
出
し
、
殻

を
破
り
や
す
く
な
る
き
っ
か
け
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

大
豆
栽
培
を
通
じ
た
交
流

　

最
近
で
は
「
こ
ん
な
人
材
い
ま
せ
ん

か
？
」
と
い
う
問
合
せ
を
受
け
る
こ
と

が
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

小
学
校
２
年
生
の「
大
豆
栽
培
交
流
」

で
は
、
地
域
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
滝
沢
さ
ん
と
一
緒
に
、
地
域
の
方
や

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
皆
さ
ん
に
声
を

か
け
て
、
大
豆
栽
培
を
通
じ
た
交
流
や

食
育
に
も
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

木
島
平
っ
子
の
世
界
が
広
が
る
き
っ

か
け
に
、
地
域
の
交
流
を
支
え
る
社
協

の
多
彩
な
活
動
が
ど
う
関
わ
っ
て
い
く

か
楽
し
み
で
す
ね
。

【
生
涯
学
習
係

  

電
話
０
２
６
９
（
８
２
）
２
０
４
１
】

問合せ 観光振興局
　　　　　0269(82)2800

山本章太さん
（中町）
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地域のできごとに密着！
皆さんのまわりにある情報をお寄せください

【政策情報係 内線１１４】

ふるさと応援団木島平会より寄付
チャリティーの売り上げ

　ふるさと応援団木島平会の総会および交流会が 6 月
21日、東京都市ヶ谷で開催されました。
　この中で、会員の上野英

え い き

樹さん（飯山市出身・農林
高校卒）が描いた絵画のチャリティー販売が行われ、売
上げは全て、村教育委員会へ寄付いただきました。い
ただいた寄付金は子育て事業に活用する予定です。
　上野英樹さんからは、今年２月にも小学校および中
学校に絵画を寄贈いただいています。

※ふるさと応援団とは、おもに関東圏に住む村出身者を
　中心とした組織であり、現在の会員数は 123 人です。

中学１年生が伐採など見学
森林資源の循環利用へのきっかけづくり

　木島平中学校では、1 年生を対象に「木育授業」を
実施しており、7 月１日と10 日には初めての校外学習が
行われました。
　講師に森林組合の方を招き、生徒は伐採見学や体験、
森林にまつわるクイズを通し、学びを深めました。

第３回  読み聞かせ教室
「本とふれあいの会」が企画

　初心者のための読み聞かせ教室が６月 28 日、若者セ
ンターで開かれました。第３回となる今回は、佐藤月

つ き こ

子
先生を講師に招き、昔から歌い継がれている「わらべ唄」
のほか、絵本や紙芝居について学びました。

▲写真左から上野英樹さん、関教育長

▲今年２月に小学校・
　中学校に絵画を贈呈
　いただいた時の様子
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軽トラ市が開催
地域の寄り合い場　夢ひろば

　軽トラ市が７月４日、大町区にある夢ひろばで開かれ
ました。軽トラの荷台に並んだ野菜や食料品のほか、笹
餅、おやきなども販売されました。10 分ほどで笹寿司
が完売するほど大盛況でした。

農林高校生が園児と交流
動物ふれあい体験

　おひさま保育園の年長組と農林高校生との交流が 7
月 7 日、農林高校で行われました。この交流は、動物と
のふれあいを通して、命の大切さや動物とのかかわり
方を学んでもらいたい、と高校生が企画しました。園児
たちは餌をあげるなどして動物とふれあいました。

第 24 回  ふう太河童の川普請
村の農業を支える大切な川を守ろう

　７月の河川愛護月間に合わせ、ふう太河童の川普請
が７月６日、ケヤキの森公園周辺で行われました。114
人の参加者の協力により、馬曲川および樽川の堤防の
草刈りと伐木が行われました。

雪中埋蔵酒「内山乃雫」を室
むろ

出し
過去最長 128 日間、雪室の中で熟成

　雪中貯蔵酒およそ 2,000 本の室出しが７月６日、内山
転作促進研修センターで行われました。内山乃雫は内
山区で作られた酒米「ひとごこち」と龍興寺清水から
作られたお酒です。火入れをする前の生原酒など、多
くの方が買い求めていました。
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　７月は熱中症予防月間です。梅雨が明けて蒸し暑い日が続く７
月は、体が熱さに慣れていないため熱中症になりやすい時期です。

熱中症に注意しましょう

熱中症の症状

熱中症にならないように

　　扇風機やエアコンでこまめに
　　温度を調節
温度・湿度計を置いて目
で確認できるようにしま
し ょ う。（ 室 温 は 28 ℃、
湿度は 50 ～ 60％が目安です。)

　　天気のいい日は日陰の利用、
　　こまめな休憩
高温多湿の際には、畑作
業など長時間外で過ごす
ことは避けましょう。

　　外出時には
　　日傘や帽子を使用

　　遮光カーテン、すだれ、
　　打ち水を使用

　　吸湿性や速乾性のある
　　通気性のよい衣服を着用

　　保冷剤や氷、冷たいタオル
　　などで体を冷やす
首の周り、脇の下、足の付け根など
を冷やしましょう。

健　康

だより

熱
中
症
を
知
っ
て
防
ぎ
ま
し
ょ
う

健康福祉係
内線１２７

　　屋内外を問わず、のどの渇きを感じていなくても
　　こまめに水分を補給 
塩分も一緒に補給しましょう。１ℓの水に対して１～２ｇの食塩
が目安です。15 ～ 30 分おきに水分補給することが大切です。

１．暑さを避ける

２．こまめな水分補給

めまい

立ちくらみ 筋肉痛

生あくび 筋肉の
こむら返り

大量の
発汗 頭痛

集中力低下 嘔吐

倦怠感 判断力低下

虚脱感
病状が
進むと…
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　高齢者とそのご家族からの相談をいつでも受け付けています。
　健康福祉係　内線 126・128　　★直通電話 0269（82）4771

　「高齢者等あんしん見守りネット」とは、登録
している高齢者の方（利用者）が徘徊により行方
不明になったときに、地域のみなさん（支援者）
の協力で見つけることができる仕組みです。
　「おじいちゃんが知らない間に外出し、どこに
行ったのかわからなくなった。」、「道に迷うこと
が多くなった。」こういった心配がある方は、利
用者登録をおすすめします。登録料および利用料
は無料です。登録していれば、緊急時に短時間で
情報共有ができ、より早期の発見につながります。

高齢者等あんしん見守りネット

地域包括支援センター

有 

料 

広 

告

◉日　時　8 月 23 日 ( 土 )
　　　　　午後１時 30 分～午後４時
◉場　所　役場 2 階　会議室
◉内　容
・当事者を迎えてのトークセッション
・映画「オレンジ・ランプ」の上映

　詳しくは、広報８月号の包括だよりをご
覧いただくか、地域包括支援セ
ンターまでお問合せください。
◉問合せ
　地域包括支援センター
　0269（82）4771

認知症講演会

包括だより

木島平村地域包括支援センター

　ご協力いただける支援者（個人や事業所など）
を随時募集しています。行方不明者が発生した際
には、その方の情報が情報配信センターから電子
メールまたはファックスで配信されますので、可
能な範囲で捜索に協力をお願いします。

支援者を募集しています万が一に備えて利用登録を

木島平クリニック　８月 10 日㈰～ 17 日㈰
木島平村診療所　　８月 10 日㈰～ 17 日㈰
飯山赤十字病院　　８月 10 日㈰～ 11 日㈪
芳川歯科医院　　　８月 10 日㈰～ 11 日㈪、
　　　　　　　　　　  13日㈬～17日㈰
　　　　　　　　　　      ※13 日㈬は午前診療

お盆前後の医療機関の休業日
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こんにちは 保健補導員会です

　６月７日に行われた健康講演会での学びを、２回に分けてお伝えします。

　次回は、更年期以降の過ごし方についてお伝えします。
【保健補導員会事務局（健康福祉係）内線１２６】

窓リフォームが補助金で半額相当

今年が最後のチャンス !!先進的窓リノベ

Tel　0269（82）2201　Fax　0269（82）3146
Mail　zyuuken@miy.janis.or.jp㈲ヤマザキ住研

夏は涼しく 冬は暖かく 光熱費削減

\  村民の方は特典付き！　詳しくは下記まで  /

講演：「更年期悩んでいませんか？～これからの自分のためにできること～」
講師：健康づくり事業団　保健師　藤井佐知子　氏

◉更年期障害の主な原因は？
○女性　エストロゲンの減少により、閉経前後の 45 ～ 55 歳ころに起こりうる
○男性　テストステロンの減少により、40 歳代以降いつでも起こりうる

◉更年期の主な症状
身体症状 精神症状

男性 　・疲労感　　　　　・ほてり、発汗
　・頻尿　　　　　　・ED　性欲低下 　・イライラ

　・気分の落ち込み
　・記憶力の低下
　・不眠女性

　・ほてり、のぼせ　・ホットフラッシュ
　・動悸　　　　　　・胸の締め付け
　・頭痛、肩こり

◉更年期症状の対処法
①セルフケア（食生活 / 運動 / 睡眠 / ストレスケア）
・バランスの良い食事を摂ることが基本
・有酸素運動を 1 日の合計 30 分以上、少なくとも週３日行う
・１日７時間ほど睡眠をとる　男性ホルモンは深夜１時～３時ころ作られる
・リラックス方法を見つけておく
②医療機関へ受診　
・ホルモン補充療法
・漢方薬や向精神薬など薬を飲む

ホットフラッシュとは
上半身ののぼせや

ほてり、発汗などが
起こる更年期障害の
代表的な症状です

有 

料 

広 

告
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きじま平っ子ホット情報

保育園

小学校

中学校

た
け
の
こ
の
皮
を

む
き
ま
し
た

雪
ん
子
発
足
会

　

あ
か
組（
年
中
児
）の
園
児
た
ち
は
、

給
食
の
「
た
け
の
こ
汁
」
に
使
う
ネ

マ
ガ
リ
ダ
ケ
の
皮
を
む
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
真
剣
に
皮
む
き
を

し
な
が
ら
も
、
ネ
マ
ガ
リ
ダ
ケ
を
剣

に
見
立
て
た
り
、
む
い
た
皮
を
指
に

は
め
て
楽
し
ん
だ
り
す
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
む
い
た
た
け
の
こ
の
皮

を
大
事
そ
う
に
持
ち
帰
る
子
も
多

く
、
楽
し
い
経
験
だ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　

給
食
の
た
け
の
こ
汁
は
、
ど
の
子

も
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

体
育
集
会
で
恒
例
の
「
な
わ
と
び

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
が
６
月
13
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ス
ご
と
に
８
の
字
跳
び
を
３

分
間
で
何
回
跳
べ
る
か
を
数
え
、
２

回
の
合
計
回
数
で
競
い
ま
す
。
低
学

年
の
部
は
、
３
年
１
組
の
50
回
が
１

位
、
高
学
年
の
部
で
は
、
５
年
２
組

の
２
３
８
回
で
１
位
。

　

縄
を
回
す
人
、
跳
ぶ
人
、
み
ん
な

で
協
力
し
て
取
組
み
ま
し
た
。

　

雪
ん
子
人
権
子
ど
も
会
の
発
足
会

を
５
月
21
日
に
行
い
ま
し
た
。
毎
年

中
学
校
の
代
表
２
名
が
活
動
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
小
林
愛あ
い
な菜
さ
ん
と

尾
澤
龍り
ゅ
う
せ
い

成
さ
ん
で
す
。

　

雪
ん
子
人
権
子
ど
も
会
の
活
動
を

全
校
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
人

権
推
進
室
の
山
屋
先
生
に
来
校
い
た

だ
き
、
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
生
徒
全
員
が
雪
ん
子
人
権
子
ど

も
会
の
会
員
で
あ
る
こ
と
や
、
代
表

の
児
童
生
徒
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

な
わ
と
び

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

保育園、小学校、中学校で、すくすく
と育っている村の子どもたちの授業や
取組み、行事の様子を紹介しています。　　

【子育て支援係　内線１６２】
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Shimotakai
  Nourin
　 High
　   School

下
高
井
農
林
高
校 

掲
示
板

地
域
の
高
校
「
下
高
井
農
林
高
校
」
の

取
組
み
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
校
内
意
見
発
表
会
が
５
月

30
日
、
体
育
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
や
学
科
コ
ー
ス
か
ら
選
ば
れ
た
代

表
生
徒
10
名
が
、
自
ら
の
体
験
や
学
び
を

も
と
に
、
農
業
や
環
境
問
題
に
対
す
る
思

い
や
意
見
を
全
校
生
徒
の
前
で
発
表
し
ま

し
た
。

　

ど
の
発
表
も
、
日
本
の
農
業
の
未
来
を

見
据
え
て
考
え
抜
か
れ
た
内
容
で
、
聴
衆

の
生
徒
や
教
員
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。
本
大
会
は
、
県
大
会
へ
の
出
場

者
を
選
出
す
る
予
選
も
兼
ね
て
お
り
、
同

日
行
わ
れ
た
厳
正
な
審
査
の
も
と
、
入
賞

し
た
３
名
の
中
か
ら
代
表
生
徒
が
決
定
さ

れ
ま
す
。

　

選
ば
れ
た
生
徒
が
、
７
月
に
行
わ
れ
る

県
大
会
で
、
本
校
の
代
表
と
し
て
力
強
く

堂
々
と
意
見
を
発
表
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
デ
イ
が
６
月
９
日
に
開
催
さ

れ
、
生
徒
た
ち
は
ク
ラ
ス
対
抗
で
さ
ま
ざ

ま
な
競
技
に
挑
み
、
仲
間
と
力
を
合
わ
せ

て
白
熱
し
た
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

１
年
生
は
こ
の
行
事
を
通
じ
て
友
情
や

団
結
を
深
め
、
２
・
３
年
生
は
体
育
や
部

活
動
で
培
っ
た
力
を
発
揮
し
て
総
合
優
勝

を
目
指
し
ま
し
た
。

　

今
年
、
激
戦
を
制
し
て
優
勝
を
果
た
し

た
の
は
２
年
Ａ
組
で
し
た
。
競
技
に
臨
む

生
徒
た
ち
の
表
情
は
真
剣
そ
の
も
の
で
、

応
援
に
も
熱
が
入
り
、
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

大
会
中
は
教
員
の
見
守
り
の
も
と
、
こ

ま
め
な
休
憩
と
水
分
補
給
を
行
い
、
熱
中

症
対
策
に
も
十
分
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

夏
本
番
を
前
に
、
今
後
も
生
徒
の
健
康
と

安
全
を
第
一
に
考
え
、
教
員
一
同
で
体
調

管
理
を
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
も
本
校
農
業
ク
ラ
ブ
は
、
飯
山
市

が
進
め
る
「
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
ガ
ー
デ
ン

事
業
」
に
参
加
し
、
飯
山
城
址
に
て
花
壇

苗
の
定
植
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
事

業
は
、
回
遊
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
や
地

域
の
景
観
向
上
を
目
指
し
、
市
民
の
自
主

的
な
参
加
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
ク
ラ
ブ
は
毎
年
こ
の
取
り
組
み
に

参
加
し
て
お
り
、
ク
ラ
ブ
員
が
蒸
し
暑
さ

の
中
、
額
に
汗
を
に
じ
ま
せ
な
が
ら
、
サ

ル
ビ
ア
な
ど
約
３
５
０
本
の
苗
を
丁
寧
に

植
え
付
け
ま
し
た
。

　

花
壇
は
色
鮮
や
か
に
仕
上
が
り
、
地
域

の
風
景
に
や
さ
し
い
季
節
の
彩
り
を
添
え

て
い
ま
し
た
。
本
校
で
育
苗
し
た
花
々

が
、
地
域
に
彩
り
と
潤
い
を
届
け
、
訪
れ

る
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
ら
れ
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
今
後
も
地
域
と
連
携
し
た
活
動

を
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

校内意見発表会

スポーツデイ

フラワーロード定植

駐在所だより

木島平村駐在所
☎ 0269(82)4137

　

横
断
歩
道
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、
運
転
者
・
歩
行

者
に
対
し
て
横
断
歩
道
で
の
交
通
ル
ー

ル
遵
守
と
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
行
動
を
呼
び

か
け
、
双
方
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚

を
図
る
も
の
で
す
。

◉
目
標
に
向
け
み
ん
な
で
取
組
も
う
！

・
信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
停
止
率

　

10
年
連
続
全
国
１
位

・
横
断
歩
道
上
に
お
け
る
歩
行
者
の

　

交
通
死
亡
事
故
死
者
ゼ
ロ

○
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん

①
横
断
歩
道
の
手
前
で
原
則

②
歩
行
者
が
い
る
か
確
認

③
歩
行
者
が
い
た
ら
必
ず
停
止

○
歩
行
者
の
皆
さ
ん

①
横
断
歩
道
を
渡
る

②
手
を
上
げ
て
横
断
す
る
意
思
を
伝
え

　

る
③
大
き
く
首
を
振
っ
て
安
全
確
認

　

日
本
一
安
全
で
安
心
な
横
断
歩
道
の

実
現
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

横
断
歩
道
ル
ー
ル
・

 

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

田
口
警
部
補
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もったいないことしてないかーい
　～夏の節約術を紹介します～

◉冷蔵庫
　冷蔵庫の中を整理して中身を把握しておくと、冷
蔵庫を開けてながめたり探したりする時間が減り、
電気代の節約だけでなく、フードロスの削減にもな
ります。また、冷蔵庫の冷気の噴き出し口前に物を
置かない、詰め込みすぎないで冷気がよく流れるよ
うにしましょう。
◉トイレ

夏は暖房便座の温度や洗浄水の設定温度を低く
し、使わないときは便座のフタを閉めましょう。
◉ペットボトル

マイボトルを持参し、なるべくペットボトル飲
料を買わないで地球の資源とお金の無駄使いを減ら
しましょう。

　　　　　　【消費者の会事務局（生活環境係）　　
　　　　　　   電話 0269（82）3111　内線 121】

もったいない情報

譲ってください

・マージャンセット
・小型管理機（マメトラ）
・小野式製麺機
・ダイニングテーブル、イス
　（４人または６人掛け）

・アルペン用品一式
　（スキー板 160㎝（ビンディング付）、
　  ブーツ 27㎝、ストック）

　譲りたい、譲ってほしい品物がある方は、ご連絡
ください。掲載から３か月以上経過したものはふう
太ネットでご確認ください。

【生活環境係 内線１２３】

　もったいない情報とは、家庭で不要になった日用品
などを、村民の方同士で譲り合いをしていただく仕組
みです。

消費者の会情報

消費者の会マスコット
キャラクター「まぐう」

〈第２回自衛官候補生〉
◉概要　技能と体力を一心に磨く
　　　　任期制自衛官
◉資格　18 歳以上 33 歳未満の者
◉受付　９月２日（火）まで
◉試験日
○Ｗｅｂ試験　９月 16 日（火）～ 21 日（日）の
　　　　　　　いずれか１日
○口述試験・身体検査　９月 27 日（土）～ 10 月
　　　　　　　　　　　５日（日）のいずれか１日

〈第２回一般曹候補生〉
◉概要　自衛隊の中核となる自衛官を目指します。
◉資格　18 歳以上 33 歳未満の者
◉受付　９月２日（火）まで
◉試験日
○１次試験　９月 13 日（土）～ 21 日（日）の
　　　　　　いずれか１日
○２次試験　10 月 11 日（土）～ 26 日（日）の
　　　　　　いずれか１日

〈海上・航空自衛隊航空学生〉
◉概要　高校卒業後、大空で活躍する
　　　　パイロットになる最短コース
◉資格　高卒（見込含む）23 歳未満の者（海自）、
　　　　24 歳未満の者（空自）
◉受付　８月 29 日（金）
◉試験日
○１次試験　９月 20 日（土）または 27 日（土）　
○２次試験　10 月 16 日（木）～ 23 日（木）のうち
　　　　　　指定する１日
○３次試験
　（海自）11 月 21 日（金）～ 12 月 17 日（水）の
　　　　  うち指定する１日
　（空自）11 月 15 日（土）～ 12 月 18 日（木）の
　　　　  うち指定する６日
◉問合せ
　自衛隊長野地方協力本部
　 長野地域事務所
　電話 026（235）6026

自衛隊員募集のお知らせ
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村税等の口座振替日は７月 25日㈮です。
前日までに口座残高の確認をお願いします。

社協関係の行事は 33ページ
「社協の予定」をご覧ください。

家
庭
の
日

7 月は、国民健康保険税・介護
保険料・後期高齢者医療保険
料の納付月です。

納期限は7 月 31日（木）です。

お忘れのないようにお願いします。

村税の納付をお忘れなく

　令和７年４月から、村税の納め方を
「単税方式」へ変更しました。

【税務係　内線 112】

有 

料 

広 

告

ごみの処分量

燃える
ごみ処分量

令和７年６月 令和６年６月 前年同月比

53,580kg 52,570kg 102%

燃えない
ごみ処分量

令和７年６月 令和６年６月 前年同月比

5,580kg 5,350kg 104%

品　目 重　量 単　価 金額（税込）

新　聞 1,040kg 26.0 円 /kg   29,744 円

雑誌 ・ 雑紙 2,810kg 16.0 円 /kg   49,456 円

段ボール 1,230kg 16.0 円 /kg   21,648 円

紙パック 　  40kg   6.0 円 /kg   　　264 円

合計 101,112 円

令和７年６月古紙の売払金額

海
の
日
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８月

市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急

木島平村 0 ０ 28 野沢温泉村 0 0 16 その他 0 0 1

飯山市 ０ １ 107 栄村 0 0 10 《合計》 ０ １ 162

件 件 件 件 件件 件件 件６月の出動件数（岳北消防本部）

予 防 接 種

消したかな 不安になったら まず確認

【７月 20 日㈰～８月 19 日㈫】

◉７月 29 日㈫　9：45 ～
　「かおり先生の食育教室」
　おひさま保育園のメニューを元
　にした離乳食を紹介します。
◉８月５日㈫　9：45 ～
　「水遊びを楽しもう‼」
　天気が良ければ外で水遊びを
　しましょう。
◉８月 12 日㈫　9：45 ～
　「親子ふれあい遊び（運動）」
　マットやトンネルなどを使って
　親子で体を動かしましょう。
◉８月 19 日㈫　9：45 ～
　「水遊びを楽しもう !!」

　※ 8月 13 日㈬～ 15 日㈮は
　　子育て支援室はお休みです。
　　利用できませんのでご注意
　　ください。

おひさま広場

おひさま教室
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受付：13：00～13：15
場所：保健センター
◉五種混合：８月18日㈪

日にち：７月30日㈬
場所：保健センター
受付：13：00～13：30
対象：令和４年５・６月 生

うまれ

　　   令和５年５・６・11・12月生
　　   令和６年６・７・11・12月生
　　   令和７年２・３月生

日にち：８月４日㈪
場所：木島平クリニック
受付：午前11時 45分～12時
対象：令和7年１月生

　子育て中の保護者同士の交流・
触れ合いの場として、地域の子育て
家庭に、おひさま保育園プレイルー
ムを開放します。
日時：月曜日～金曜日（保育園開所日）
　　9：00～ 11：30

場所：おひさま保育園プレイルーム
　子育て支援コーディネーターがお
ります。子育ての相談にも応じます。
◉７月 22 日㈫　9：45～
　「水遊びを楽しもう‼」
　水着、着替え、バスタオル、水
　筒をお持ちください。

乳幼児健診

役場は通常通り
開庁しています



　令和７年度一般会計補正予算（第２号）で230万円増額（総額42億568万円）の
専決処分を全会一致で承認しました。抜粋してお知らせします。（千円以下を四捨五入）
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　今議会は、５月30日から６月13日までの15日間の会期で開催され、村から提案された
［承認２件、予算案７件、条例案３件、事件案２件、発議２件］を全会一致で承認・可決しました。
また、請願１件、陳情１件を採択しました。

承認

　令和７年度一般会計補正予算（第３号）で4,570万円増額（総額42億5,138万円）
を全会一致で可決しました。抜粋してお知らせします。（千円以下を四捨五入）

補正予算

総務課・ガバメントクラウド（行政システムの標準化・共有化）利用料　1,230万円
・非課税世帯への価格高騰特別対策支援金　293万円（県費）
・障がい者自立支援事業　電算処理システム改修委託料　130万円（国費含む）
・センサーによる試験的熊よけ対策　19万円
・村道378号線（西小路～部谷沢）法

の り め ん

面崩落復旧工事　650万円（地方債）

●物品売買契約の締結について
　・契約の目的　除雪タイヤドーザ（１６ｔ級）１台　　2,435万円
　・契約の相手方　株式会社前田製作所　飯山営業所

事件

●特別職の職員で非常勤の報酬及び費用弁償に関する条例について（一部改正）
　　選挙の投票立会人等の報酬を国の基準に合わせるもの。

●水道条例と下水道条例の改正について（一部改正）
　　災害時などにスムーズに工事できるよう、必要に応じ、村指定の業者以外も
　工事を行えるようにするもの。

条例改正

　　　　・カヤの平ロッジの屋根と窓の修繕費　120万円（建物共済）
　　　　・カヤの平総合案内所の屋根の修繕費　110万円（建物共済）
　　　　　（いずれも雪害による破損。入山シーズンに間に合わせるための専決処分）

産業課

民生課

産業課
建設課
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みなさんからの請願・陳情
受理番号 件　　名 結果 対応等

陳情第１号
「カリキュラム・オーバーロード」の改善を

求める意見書採択の請願について
採択

衆議院議長、参議院議長、内閣総理
大臣、文部科学大臣あてに意見書を
提出しました。

陳情第２号
高額療養費の自己負担上限額の引き上げをし
ないことを求める陳情

採択
内閣総理大臣、厚生労働大臣、財務
大臣あてに意見書を提出しました。

１　関　　達夫
①木島平型農業の推進
②国の交付税と村民生活の調和について
③ファームスの再整備計画について

２　江田　宏子
①副村長の就任にあたり
②子どもたちがいきいきと過ごせる環境づくり
　について
③ファームス木島平の再整備計画について

３　山浦　　登
①道の駅ファームス再整備計画について
②冬季の一人暮らし高齢者の生活支援について
③米不足と米価高騰について
④早稲田大学地域連携ワークショップについて

４　山本　隆樹
①下高井農林高校の将来像は

各議員の一般質問の項目
６月５・６日に８人が一般質問を行いました。質問・答弁の要旨は来月（８月号）の議会だよりに掲載します。

１　山﨑　栄喜
①道の駅再整備について
②農業委員会建議について

２　湯本　直木
①令和５年度木島平村一般会計決算審査意見の
　対応について、その後の状況は
②ふるさと納税の返礼品の産地の確認作業は
③有害鳥獣対策事業について
④地域おこし協力隊員について
⑤FARMUS木島平再整備計画に対しての意見
　募集について

３　湯本　行浩
①木島平村の少子化・人口減少問題と地域活性化
　について
②実質公債費比率について

４　丸山　邦久
①少子化対策プロジェクトについて
②ファームス木島平の今後について

第２日目（６月６日）第１日目（６月５日）

４月28日
協議事項
（1）臨時会の議案等について
（2）地域防災計画について
報告事項
（1）４月16日に発生した熊の被害と対策の状況
　　  について
（2）SBC木島平リゾート㈱の合併の件について
（3）農作物残雪対策の実施状況について
（4）地域おこし協力隊の採用について
（5）馬曲温泉について
（6）道の駅ファームス木島平再整備の経過等
　　  について

議会全員協議会【村からの提出案件】
（7）長電バス野沢線運行改定案について
５月23日
報告事項
（1）令和７年度一般会計補正予算専決処分
　　  について
（2）道の駅ファームス木島平再整備計画案に
　　  対する意見について
６月13日
　協議事項
（1）「持続可能なまちづくり」に向けた可能性
　　  調査等の実施について
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「令和７年３月定例会の審査意見」に対する村の対応
　委員会審査の結果で出された「審査意見」に対する村の対応の報告です。（要旨抜粋）

給食センター給湯器からの漏水により、多量の
重油が消費され、追加予算が計上されている。
これを踏まえ、公共施設全般の定期的点検など、
適切な維持管理に努められたい。

【令和６年度補正予算について】

子育て支援課

今後、毎月現地にて開催する献立委員会の際に定期
点検を実施、記録、検証の点検サイクルを確立
する。公共施設全般については、改めて光熱水費
等の経費を常に注視し、適切な維持管理に努める。

対応

財政状況が厳しい中、持続可能な村政運営の
ため、村全体の将来ビジョンを描く中で事業を
精査し、メリハリのある財政運営に努められ
たい。

【令和７年度一般会計予算について】
総　務　課

第７次総合振興計画、実施計画に基づき、子育て
支援の充実、移住定住対策の推進など必要な事業
は積極的に進めていくが、事務事業評価において
効果の薄れた事業の廃止の検討や優先の低い事業
の見直しなどを行いながら適正な財政運営に努める。

対応

ものつくり大学との連携事業として「東
あ ず ま や

屋移転
費用」約 340 万円が計上されている。大学連携
のアピールとともに、冬期の維持管理を考慮し、
設置場所を慎重に検討されたい。

東屋の設置については、維持管理もしやすく村民
にもご覧いただけるよう、役場南側の広場へ設置
を計画している。また、大学との連携等について
も周知を行い事業の内容がわかるよう努める。

「村制施行70周年」および「調布市姉妹都市
盟約 40 周年」に関連し、各課で記念事業が計画
されている。各課との連携を強化し、村民への
早期周知を図るなど、村全体で機運を高める
よう努められたい。

予定している記念事業は随時庁内で共有し、ふう太
ネットや広報を中心に積極的に周知を行い、村民
にも関心を持っていただくよう努める。

「村社会福祉協議会」の委託補助や人的支援等
について、約 1,680 万円が計上されている。
社協の経営の厳しさは理解するが、経営改善計画
の提出を求め、村民の理解が得られるよう適切
に対応されたい。

民　生　課

村社協は、介護保険事業のほか村から各種地域
福祉事業を受けて運営している。事業のほとんど
は村民の健康増進や介護予防に資する事業であり、
村からの補助金や委託料などで対応すべきと考えて
いる。県内の社協の多くは、同様に非常に厳しい
経営状況に置かれており、村でも理事を充てるなど
しながら運営と経営に関与し注視してきた。

対応

「シニア世代団体活動補助」の趣旨は評価する
が、申請団体等には新規加入者等の勧誘を促し、
活動への参加者の増加につながるよう、運用を
工夫されたい。

シニア世代の外出促進を図り社会とのつながりや
生きがい、楽しみを創出することにより、健康
増進と介護予防に資することを目的に実施する。
周知を図り効果的な事業となるよう工夫していく。
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「ルクセンブルク交流事業」について、社会
情勢の変化により、村の財政負担が事業開始
当初より約 700 万円増加し、令和７年度に
は約 900 万円計上されている。国際交流の
意義は高く評価するが、ルクセンブルクとの
往来に限定せず、より多くの生徒が体験でき、
村の負担軽減につながる国際交流のあり方を
早急に検討されたい。

子育て支援課

旅費に対する補助額は従前から変わらないが、主要
通貨の為替レートの変化や国際情勢の変化により事
業費が大きく増加している。令和７年度の対象生徒
は、令和６年度ホームステイ受入家庭の生徒で予め
決定しているが、個人負担額の増については各家庭
と相談・協議する。今後も予測不能な為替レートの
変更等も想定されるなか、令和８年度以降は、個人
負担額の増額を基本として早急に検討していく。

対応

農の拠点施設のこども広場へ「日よけタープ」
の設置が予定されている。審査の過程で出さ
れた意見を踏まえ、さまざまなリスクを想定
したうえで、十分な安全対策を講じられたい。

産業企画室

いただいた意見を参考に、さまざまなリスクを想定
したうえで、十分な安全対策を講じる。

対応

「有機センター」の長寿命化工事実施設計
委託料として、約 960 万円が計上されている。
今後、検討委員会を設置し、さまざまな観点
から将来を見据えた対応を検討されたい。

産　業　課

現在の密閉型方式による施設運営は令和 15 年度
までとし、これ以降は開放型方式も含めた新たな
施設による運営を検討するものとし、今後、検討
委員会を設置し、令和 10 年度をめどに施設整備
方針を示したいと考える。

対応

「観光振興局」の運営補助や体制強化に向け、
約 4,700 万円が計上されている。単なる事業
消化に終わらせず、地域活性化・持続可能な
地域づくりにつながるよう、事業の成果を
検証されたい。

地域資源の活用と地域プロモーションに取り組み、
地域づくりに結び付く事業成果が得られるよう事業
進捗を図る。

「観光ビジョン策定業務」に 約 150 万円が
計上されている。委託業者任せにせず、村民
を中心とした関係者による主体的な議論で
ビジョンを共有し、自ら策定したという実感
を持てるような進め方を検討されたい。

「村民検討会」の設置を予定し、地域資源の分析と
観光の現状を把握し、将来の展望を議論してビジョン
を策定する。

「デマンド交通」や「シャトル便」の委託費が
倍増し、更新期間も短縮される中、福祉バス
や自家用有償旅客運送制度の活用など、村と
しての対応策を早急に検討されたい。

建　設　課

通勤・通学・通院など、日常生活を維持できる交通
手段の確保のため、引き続き既存の交通事業者との
協議も含め検討を進める。

対応
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３月定例会以降の議会活動
議会では、定例会以外に、研修や村議会独自の議会活動などを行っています。
３月定例会から６月定例会までの議会活動についてピックアップして掲載します。

ご意見 対応

意見交換会の様子意見交換会の様子

農業委員会との意見交換会（４月23日）議会改革特別委員会　企画　

観光振興局に所属する地域おこし協力隊から、２年間の活動の報告がありました。
「関係人口」の創出を産業振興につなげ、継続的な取り組みになるよう日々の業務に取り組んでおり、
具体的な活動としては、米や日本酒、信州サーモンなど、村の特産品を通じた「ファンづくり」、カヤ
の平の自然やブナの森の魅力発信、また、信越自然郷や村内の事業者との連携によるアクティビティ
イベントや地域に根ざした文化行事などの情報発信に取り組んでいるとのことでした。
村民にとっては日常の行事でも、村外の出身者には「貴重な文化遺産」であり「観光コンテンツ」、
そして「魅力的な人が多く住んでいることが何よりの村の財産」との言葉が印象的でした。
協力隊の皆さんには、役場や事業者、地域で活動する方々と連携し、「地域の拠点」となることを
意識して活動を続けてほしいと思います。

地域おこし協力隊（沼野寛さん）活動報告（４月16日、22日）

村会議員も到底若者がなれるような条件
でないため、若者の意見が全く反映され
ず、村の現役世代は意見をしても無駄と
諦めて、知恵を絞ることを忘れています。
若者が頑張ればもっといい村になるはず
なのに。若者が本業または副業として議員
になれるような条件にしてください。

「議会改革特別委員会」を設置し、議員のなり手不足、議会
への関心や議員報酬などの課題について検討しています。
現実的に、現在の報酬だけで一家の生活を支えるのは難しい
状況ですが、改善に向けて検討しています。
なお、若い方が議員になるための条件や環境整備について
具体的なご意見をお聞かせいただければ幸いです。今後も
議会に関心を持っていただけるよう取り組んでまいります。

議員のなり手に関するご意見をいただきました。議会の対応とともにご紹介します。（要旨抜粋）

議会へのご意見紹介

議会への関心を高めていただくこと、また、農業の課題を共有
することを目的に、農業委員会の皆さんとの意見交換会を行いま
した。農業委員会 18 名の皆さんには、農地法に基づく許認可
業務に加え、遊休荒廃地の利活用促進など、村内農業の維持・発展
にご尽力いただいています。議会としても課題を共有し、必要に
応じて行政に意見を伝える役割の重要性を改めて感じました。
今回、委員の皆さんから出された主なご意見は次のとおりです。
（紙面の都合上、要旨を抜粋して掲載します）

【意見】
・�高齢化により耕作できず、経済的に保全管理も難しくなる。「ひと・もの・おかね」が必要。
・�以前の圃

ほじょう

場改良から漏れた農地や中山間の狭い農地を改良し、大型機械を利用できるよう、圃場
改良が必要。
・�農業振興公社は村の農業を支えていく大きな組織。レンタル事業、作業受託をやっているが人手
不足。働き手を確保するなど、公社の内容を充実してほしい。
・農業振興公社での農機具のレンタルは、時期が重複して借りられない。充実を望む。
・�村の新規就農者を受け入れる体制があまり整っていない。（作業場のある一軒家や農機具の購入
にお金がかかる）
・�地域おこし協力隊の受入れ先を農業振興公社でやってもらう制度があってもいい。例えば販売
ルートを広げてもらうなどの面でも力を貸してほしい。
・有機センターの維持について、肥料も高くなっているので、今のところを修繕して継続してほしい。
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【９月議会定例会】
　　開　会　日　８月 29 日（金）
　　一般質問①　９月 ３ 日（水）
　　一般質問②　９月 ４ 日（木）
　　閉　会　日　９月 16 日（火）

次回定例会の開催予定

　８月13日（水）午後５時
　　議会事務局へ直接お持ちいただき、
　　事務局員に説明をお願いします。

請願・陳情の受付締切日※現時点での予定です。

議会だより編集委員

委 　 員 　 長　江田宏子

副委員長　山本隆樹

委　　員　山浦　登　

　　　　　関　達夫　

　　　　　湯本直木

　　　　　湯本行浩

定例会・臨時会の会議録は、どなたでもご覧いただけます

会議録は、定例会・臨時会の本会議記録を載せています。
次の場所・方法で閲覧できます。
・役場２階の議会事務局での閲覧（平日午前８：30 ～午後5：15）
・村公式ウェブサイトに掲載

木島平村 で検索して、次のように進んでください。

※６月定例会会議録は、現在作成中のため次回定例会までに掲載予定です。

公式ウェブサイト（トップページ下段）の 木島平村議会  →  会議録

スマートフォン・タブレット
からは、ＱＲコードの読取り
でご覧いただけます。

議会を傍聴しませんか

本会議は、どなたでも傍聴できます。
傍聴席は、役場２階 議場後方が入口です。
また、本会議は、ふう太ネットで生放送および再放送を

しています。
開会日と閉会日の再放送は、当日の午後７時からです。

一般質問の再放送は、ふう太ネット番組表または音声放送
等でご確認ください。
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樽滝放流樽滝放流第40回

村民スポーツフェスティバルが６月 15 日に開催されました。前日からの雨で
ソフトボールと AC 長野パルセイロと遊ぼうが中止となりましたが、残りの４種
目は、あいにくの天候にも負けず熱戦が繰り広げられました。

また、調布市からスポーツ推進委員の皆さんがマレットゴルフとふらばーるバ
レーの２種目に参加され、大会を盛り上げていただきました。

村民スポーツ
　　　　フェスティバル 結果

優勝：和栗　準優勝：平沢　第３位：西小路

優勝：和栗　「強いチーム相手に勝つことができました！」

ゲートボールゲートボール

優勝：南鴨A「雨降りでしたが、コツコツやったのが良かったと思います。」

マレットゴルフマレットゴルフ 優勝：南鴨Ａ  準優勝：中村Ａ  第3位：大町Ａ

優勝：北鴨B「村を盛り上げることができて良かったです。」

ふらばーるバレーふらばーるバレー 優勝：北鴨Ｂ　 準優勝：北鴨Ａ   
第 3 位：南鴨Ａ・南鴨Ｂ
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３村の合併による木島平村の誕生
について熱心に語る

ファミリーの部　優勝：中島B
「みんな強かったけど、優勝できてうれしかった。」

ミニテニス　　　　ミニテニス　　　　ファミリーの部　優勝：中島Ｂ　準優勝：中島Ａ　第３位：おでん
中学生以上の部　優勝：メダカ　準優勝：中村

中学生以上の部　優勝：メダカ
「連覇できました。ありがとうございます。」
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究
会

の
武
田
会
長
よ
り
解
説
を
い
た
だ
く
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６
月
６
日
、
第
１
回
社
会
人
権
同

和
教
育
研
修
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
講
師
は
、
部
落
解
放
同

盟
中
高
地
区
協
議
会 

事
務
局
の
井

上
賢け

ん
い
ち一

さ
ん
で
し
た
。

講
演
の
テ
ー
マ
は
「
部
落
差
別
と

の
出
会
い
」
で
、
今
も
あ
る
部
落
差

別
の
深
刻
な
実
態
と
、
解
消
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
と
重
ね
合
わ
せ
な

が
ら
、
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

井
上
さ
ん
と
同
和
問
題
と
の
出
会

い
は
、
山
ノ
内
町
役
場
農
政
課
や
土

木
課
の
現
場
担
当
と
し
て
の
25
年
間

の
勤
務
後
、
同
和
教
育
係
長
の
他
に

指
導
員
と
し
て
配
置
さ
れ
た
こ
と
が

が
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

最
初
に
、
恩
師
で
あ
る
同
和
教
育

推
進
教
員
か
ら
「
同
和
教
育
は
、
自

分
の
生
き
方
を
見
つ
め
直
し
、
問
い

直
す
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
、
指
導

員
と
し
て
基
盤
と
な
る
心
構
え
と
姿

勢
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

が
、
以
後
、
井
上
さ
ん
が
部
落
差
別

の
解
消
に
向
け
て
取
り
組
む
基
本
姿

勢
「
問
い
つ
づ
け
る
」「
学
び
直
す
」、

そ
し
て
「
学
び
続
け
る
」
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
部
落
差
別
に
立
ち
向
か

う
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
出
会
い
か
ら

「
無
関
心
か
ら
は
、
な
に
も
生
ま
れ

な
い
」
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
、
そ

の
た
め
に
、
次
の
５
点
を
大
切
に
し

て
、
部
落
差
別
に
立
ち
向
か
い
行
動

す
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

・�

相
手
の
言
う
こ
と
を
素
直
に
聴
き

取
り
、
自
分
の
思
い
を
正
直
に
語

る
。

・�

常
に
「
わ
た
し
」
を
主
体
と
し
て

部
落
差
別
に
立
ち
向
か
う
。

・�

自
分
が
発
す
る
言
葉
の
重
さ
を
意

識
し
て
、
相
手
に
寄
り
添
う
。

・�

知
識
に
体
験
を
積
み
重
ね
て
、
自

ら
の
知
恵
と
す
る
。

・�

自
ら
の
立
ち
位
置
に
主
体
性
と
責

任
を
持
ち
、
部
落
差
別
に
立
ち
向

か
う
。

次
に
、
部
落
差
別
解
消
に
向
け
て

私
た
ち
が
目
を
向
け
た
い
点
を
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・�
時
代
の
変
化
の
中
で
、
新
た
な
形

態
の
差
別
が
多
発
し
て
い
る
。
特

に
現
在
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ａ

Ｉ
を
媒
体
と
し
た
差
別
が
広
が
っ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
部
落
差
別

だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
人
権
課

題
に
共
通
し
て
い
る
。

・�

日
本
人
の
差
別
意
識
の
形
成
に
関

わ
り
感
じ
て
い
る
こ
と
。

（
人
間
の
持
つ
本
能
、
同
調
圧
力
の

強
さ
、
ケ
ガ
レ
意
識
か
ら
見
て
）

・�

部
落
問
題
学
習
を
す
る
時
、
目
を

向
け
た
い
こ
と
。

（
な
ぜ
部
落
差
別
が
な
く
な
ら
な
い

の
か
、
差
別
を
な
く
す
た
め
に
何
を

す
れ
ば
よ
い
の
か
）

続
い
て
、
近
年
、
全
国
各
地
で
発

生
し
て
い
る
部
落
差
別
の
事
例
を
、

資
料
を
基
に
、
実
態
と
問
題
点
、
対

応
等
に
つ
い
て
具
体
的
に
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

・�

同
和
地
区
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

の
事
例

・�

「
全
国
部
落
調
査
」
復
刻
版
出
版

事
件
に
関
わ
る
事
例

・
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
発
言
の
事
例

・�

戸
籍
謄
本
等
の
個
人
情
報
の
不
正

取
得
に
関
わ
る
事
例

自
ら
の
体
験
を
基
に
、
部
落
差
別

の
発
生
と
構
造
、
さ
ら
に
人
間
の
心

理
に
も
視
点
を
置
い
て
、
井
上
さ
ん

ら
し
い
親
し
み
の
あ
る
口
調
で
、
参

加
者
に
率
直
に
語
り
か
け
、
問
い
か

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、
次
の
よ

う
な
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〇
「
同
和
教
育
は
、
自
分
を
見
つ
め

直
し
、
問
い
直
す
」
と
い
う
お
言
葉
、

と
て
も
心
に
響
き
ま
し
た
。
人
権
侵

害
、
差
別
事
象
発
生
報
告
書
を
見
て
、

こ
ん
な
こ
と
が
ま
だ
あ
る
の
だ
と
悲

し
く
思
っ
た
。
自
分
を
見
つ
め
直
す

よ
い
機
会
に
な
っ
た
し
、
子
ど
も
た

ち
に
も
し
っ
か
り
教
え
て
い
き
た
い

で
す
。
と
て
も
た
め
に
な
り
ま
し
た
。

〇 

差
別
と
い
う
こ
と
を
様
々
な
角

度
か
ら
お
話
し
い
た
だ
き
、
参
考
に

な
り
ま
し
た
。
人
間
の
心
の
奥
底
に

誰
し
も
が
持
つ
差
別
意
識
は
Ｄ
Ｎ
Ａ

に
刻
み
こ
ま
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　

人
類
の
歴
史
は
闘
い
の
歴
史
、
相

手
よ
り
優
位
に
立
と
う
と
す
る
気
持

ち
（
本
能
）
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た

ち
大
人
は
そ
う
い
っ
た
意
識
が
自
分

の
中
に
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
子
ど

も
た
ち
を
正
し
い
方
向
に
導
い
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め

に
は
、
ま
ず
大
人
が
正
し
い
こ
と
を

知
る
こ
と
、
そ
れ
が
第
一
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
講
演
を
お
聞
き
し
、
改

め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

～
部
落
差
別
と
の
出
会
い
～

～
部
落
差
別
と
の
出
会
い
～

社
会
人
権
同
和
教
育
研
修
講
座

第１回第１回
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今月の一冊

図書館だより図書館だより

☆児童図書児童図書☆

☆新着図書新着図書☆

ちっちゃな図書館 往郷911-7若者センター内　☎82-3111(内線206)　月曜日休館
開館時間・平日9時～17時45分／土日祝8時30分～17時15分

木島平小学校　教諭 鬼
おにくま

熊　正
ま さ き

樹

みんなの前で手を挙げて発表するときの、ドキドキする気
持ちと本当に合っているのかな・・・という気持ち。子ども
だけでなく大人も、誰もが経験しているはず。そんな子ども
たちを「まちがえることをおそれちゃいけない」と励まし、
まちがうなかで「ほんとのものを見つけていくのだ」「そう
してみんなで伸びていくのだ」と語りかけてくれます。
教室でまちがえるのが怖くて、小さくだまりこくっている

子どもたちに、勇気と自信を与えてくれる絵本です。「こん
な教室だったらいいな」という子どもたちや親御さんの思い
と「こんな教室にしたいな」という教師の思いがつまってい
ます。
自分が担任する子どもたちには必ず読んであげている本

です。こんな教室、こんなクラスになるといいなぁ。

「
よ
ん
べ
な
、
か
ー
ち
ゃ
、
宵よ

い
ぜ
っ
く

節
句
越

え
た
か
ら
、
姉あ

ね

さ
、
ぼ
ぼ
ち
ゃ
連
れ
て

け
え
ー
っ
て
来
る
せ
っ
て
た
。」

　
昨
晩
、
母
さ
ん
が
、
宵
節
句
過
ぎ
た

（
節
句
の
日
が
来
た
）
か
ら
、
お
嫁
さ

ん
が
赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
て
帰
っ
て
来
る

と
言
っ
て
ま
し
た
。

「
い
い
な
ー
。
そ
ん
じ
ゃ
、
餅
つ
く
ん

か
。」

　
い
い
な
ー
。
そ
れ
で
は
、
お
餅
を
つ

く
の
で
す
か
。

「
う
ん
。
俺
朝
、
か
ー
ち
ゃ
と
裏
っ
ぴ

ら
へ
、
笹
取
り
に
え
っ
て
来
た
。」

　
は
い
。
自
分
は
朝
、
お
母
さ
ん
と
裏

山
へ
、
笹
の
葉
を
取
り
に
行
っ
て
来
ま

し
た
。

「
ふ
ぅ
ー
ん
、
え
ん
で
っ
た
ん
か
。」

　
そ
う
か
、
歩
い
て
行
っ
た
の
で
す
か
。

「
う
ん
。
よ
っ
ぱ
わ
り
ー
か
ら
、
え
ん

で
っ
て
え
っ
ぺ
取
っ
て
、
え
っ
し
ょ
に

け
え
ー
っ
て
来
た
。」

　
は
い
。
足あ

し
も
と下
が
悪
い
か
ら
歩
い
て

行
っ
て
、
た
く
さ
ん
取
っ
て
、
一
緒
に

帰
っ
て
来
ま
し
た
。

シ
リ
ー
ズ
　

シ
リ
ー
ズ
　
木木おお

島島らら

平平ほほ

のの
方方こ
と
ば

こ
と
ば言言
⑫⑫

～
な
っ
ち
ょ
だ
え
～

～
な
っ
ち
ょ
だ
え
～

『教室はまちがうところだ』
蒔田晋

し ん じ

治／作

ポリポリ村のみんしゅしゅぎ（おかやまたかとし）　あなたの知らない神話世界の生き物（世界文化社）
のうぎょうのくるま（こわせもりやす）　ゆるっとかわいいイラストレッスン（たかやまふゆこ，他）
もりのあさ（出

で く ね

久根育
い く

） りょこう（麻生知
と も こ

子）

ほどよく孤独に生きてみる（藤井英
ひ で こ

子）　文化財に泊まる。（偏
へ ん あ い

愛はな子）　星空をつくる機械（井上毅
たけし

）
美しく魅せるナチュラルドライフラワー（吉本博

ひ ろ み

美） 世界99上・下（村田沙
さ や か

耶香） 潮
ちょうおん

音 第1巻（宮本輝
て る

）
「コーダ」のぼくが見る世界（五十嵐大

だ い

）普通の底（月村了
り ょ う え

衛） ママはいつもつけまつげ（神津はづき）
歌舞伎町ララバイ（染井為

た め ひ と

人）口笛のはなし（武田裕
ゆ う き

煕，他）　大人のための地学の教室（鎌田浩
ひ ろ き

毅）
知的障害と発達障害の子どもたち（本田秀

ひ で お

夫）
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発行：社会福祉法人
　　　　木島平村社会福祉協議会
住所：木島平村大字往郷908-3
ＴＥＬ：0269（82）4888

７/16㈬ 〇集まろう！
　通いの場「ピース」

７/17㈭ 〇安心買い物ツアー

７/23㈬ 〇ふれあいランチ

８/６㈬

○心配ごと相談
　（相談員…行政相談
　 委員・人権擁護委
　 員・民生児童委員）
○ふれあいランチ

８/７㈭
○�多世代交流（集ま

ろ う！ 通 い の 場
「ピース」合同開催）

８/20㈬ 〇集まろう！
　通いの場「ピース」

８/21㈭ 〇安心買い物ツアー

８/27㈬ 〇ふれあいランチ

社協の予定社協の予定
7/15 ～ 8/317/15 ～ 8/31

【
評
議
員
】

・
髙
木　

春
子　

・
小
林　

義
典

・
佐
藤　

広
信　

・
髙
山　

廣
志

・
竹
内　

雅
章　

・
川
村　

重
雄

・
土
屋　

夏
木　

・
竹
原　

雄
一

・
佐
藤　

弘
子　

・
金
井　

頼
雄

・
土
屋　

聖
史　

・
土
屋　

卿
彦

・
眞
篠　

淳
子　

・
梅
嵜　

正
行

・
武
田　

彰
一　

・
丸
山　

孝
治

・
梅
嵜　

伸
一　

・
本
山　

和
子

・
角
田　

道
夫　

・
内
藤　

克
彦

・
土
屋　

博
昭　

・
清
水　

優
子

・
岩
井
眞
里
子

・
勝
山　
　

卓　

・
湯
本　

直
木

社会福祉法人木島平村社会福祉協議会組織図組織図
令和７年度

評議員会　14人

会　長　武田　彰一

副会長　丸山　孝治

常　務　梅嵜　伸一

社会福祉協議会　職員

監　事

２人

理事会 

９人

評
議
員

監
　
事

理
　
事

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た
に
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

評
議
員
の
任
期
は
４
年
、
理
事
・
監
事
の
任
期
は
２
年
で
す
。
新
た

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
役
員
を
紹
介
し
ま
す
。

会
長
就
任
挨
拶

二
期
目
の
就
任
に
あ
た
っ
て

木
島
平
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　 

会
長
　
武  

田
　
彰  

一

　
六
月
末
を
も
っ
て
、
理
事
の
任

期
が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
旧
理

事
の
皆
様
に
は
二
年
間
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

　
七
月
か
ら
は
新
し
い
理
事
の
体

制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
地
域
で

は
人
口
減
少
と
高
齢
化
が
顕
在
化

す
る
中
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
新
理
事
の
皆

様
と
共
に
、
地
域
住
民
が
抱
え
て

い
る
多
く
の
要
望
、
課
題
に
真
摯

に
対
応
で
き
る
社
協
、
そ
し
て
地

域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

木島平村社協
公式ウェブサイト
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【６月11日】
・ごはん・竹の子の土佐煮
・ズッキーニのチーズ焼き
・�鶏胸肉の山椒焼きと卵焼

き、人参グラッセ
・�きゅうりと二十日大根の

酢の物

・一人暮らしの高齢者、障がい者
・高齢者、障がい者のみの世帯
・昼間、高齢者、障がい者のみとなる世帯

対象となる方は下記のとおりです対象となる方は下記のとおりです

栄養豊富な、手作
りお弁当はいかが
ですか？
ご利用を希望され
る方は、木島平村
社協 尾澤までご
連絡ください。

第２、４水曜日を活動日とし、
地域ボランティアの協力のもと
配食サービスを行っています。
１食：４００円
昼食のみ（１１時～１２時の間に
お届けします）

ふれあいランチだより

【６月25日】　
・ごはん・さばの味噌煮
・高野豆腐の揚げ出し　
・ピーマンの肉詰め
・夏野菜のナムル　
・味付け卵

調理に興味のある方、配達にご協力いただける方
を募集しています。一緒に活動してみませんか。
問合せ：社協☎0269（82）4888

ふれあいランチボランティア募集ふれあいランチボランティア募集

飯山地域　シルバー人材センター

地域のチカラ地域のチカラ

草刈りボランティア活動草刈りボランティア活動
７月４日、飯山地域シルバー人材センター木

島平班の会員約 17 名で社会福祉協議会周辺の
草刈り作業を実施していただきました。

毎年、ご厚意による草刈り作業を実施してい
ただいております。

梅雨時期の蒸し暑い中での作業、本当にあり
がとうございました。

お陰様で、とてもきれいになりました。

訪
問
介
護
（
ヘ
ル
パ
ー
）
は
高
齢
者
や
障
が
い

者
の
ご
自
宅
を
訪
問
し
、食
事
作
り
・
掃
除
・
洗
濯
・

買
い
物
等
を
支
援
す
る
【
生
活
援
助
】
と
、
食
事

介
助
・
入
浴
介
助
・
ト
イ
レ
誘
導
や
オ
ム
ツ
交
換
・

着
替
え
・
移
動
・
移
乗
介
助
等
を
支
援
す
る
【
身

体
介
護
】
を
行
い
、
利
用
者
様
の
日
常
生
活
や
心

身
を
支
え
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
職
員
は
10
名
で
す
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
連
携
し
、
利

用
者
様
が
安
心
し
て
自
宅
で
の
生
活
を
過
ご
せ
る

よ
う
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

事
業
所

紹
　
介

訪
問
介
護
事
業
所

（
ヘ
ル
パ
ー
）

（
ヘ
ル
パ
ー
）

みんな集まれ !! 令和 7年多世代交流事業

このゆびと～まれこのゆびと～まれ
参加者
募集

✿日　　時：８月７日（木）
　　　　　　午前 10 時～午前 11 時 45 分まで
✿場　　所：若者センター
✿お申込み：�７月 25 日（金）までに社会福祉

協議会までご連絡ください
✿お問合せ：社会福祉協議会  ☎0269（82）4888
　　　　　　担当　瀧澤、岡田

焼き物  器作り
当日は、介護予防教室〝ピース〟
の参加者と一緒に、体操や焼き物
作りで交流をします。



 

 森  蒼
そ う ま

真くん
 我が家の

 令和５年３月 18 日生まれ

（中町区/大
だいすけ

輔さん・麻
ま ゆ か

由佳さん）

２歳くらいのお子さんを大募集！掲載されたご家庭に
は、ふう太ネットでの放送を収録したDVDまたはBD
のどちらか１枚と広報誌３冊をプレゼントします。詳
しくは政策情報係（内線114）までご連絡ください！

世帯と人口 ７月 1 日現在
（令和２年国勢調査に基づく推計値）

1,929（± 0） 2,059（-4） 3,988（-4）1,526（-4）

　

ボ
ー
ル
遊
び
や
リ
ズ
ム
遊
び
、
水

遊
び
な
ど
が
好
き
な
蒼
真
く
ん
。

　

ピ
タ
ゴ
ラ
ス
イ
ッ
チ
や
相
撲
の
番

組
を
見
る
の
が
マ
イ
ブ
ー
ム
で
す
。

自然劇場

◆令和７年 ７月 15 日（毎月 1 回発行）　　◆有限会社 高錦堂印刷所

◆発行／木島平村 〒 389-2392 長野県下高井郡木島平村大字往郷 914 番地６  ☎ 0269（82）3111  

　木島平村公式ウェブサイト  自然劇場きじま平　http://www.vill.kijimadaira.lg.jp/

７月掲載承諾分動きの人人人人
※氏名の一部に常用漢字を使用・敬称略で記載

370

ごめいふくをお祈りします

 

木島平村と LINE でつながりませんか

【登録者数 2,000 人突破！】

　村の防災や子育て、イベント情
報などホットな話題を迅速にお届
けします。

村
長
ひ
と
こ
と
（
110
）

梅
雨
は
何
処
へ

　

異
様
な
暑
さ
が
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
も
空
梅
雨
で
す
。
全

国
的
に
は
大
雨
の
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
梅
雨
と
い
う
よ
り

夕
立
の
よ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
田
植
え
が
無
事
終
わ
り
、
今
の

と
こ
ろ
水
不
足
が
大
き
な
問
題
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
年

の
冬
は
積
雪
が
多
く
暮
ら
し
は
大
変
で
し
た
が
、
今
と
な
れ
ば

恵
み
の
雪
で
し
た
。

　

稲
や
野
菜
に
と
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
天
気
が
農
作
物
の
生
育

状
況
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
一
昨
年
、
米
は
実
が
最
も
膨

ら
み
熟
成
す
る
時
期
に
猛
暑
と
な
り
、
減
収
や
品
質
低
下
で
大

変
苦
労
し
ま
し
た
。
昨
年
も
猛
暑
で
し
た
が
、
前
年
の
経
験
を

踏
ま
え
て
管
理
し
、
村
内
で
は
収
量
お
よ
び
品
質
と
も
確
保
で

き
ま
し
た
。
農
家
の
皆
さ
ん
の
努
力
の
た
ま
も
の
で
す
。
し
か
し
、

全
国
的
に
は
国
が
予
想
し
た
収
量
よ
り
少
な
か
っ
た
こ
と
が
米

不
足
や
価
格
高
騰
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

猛
暑
が
厳
し
い
の
は
農
作
物
だ
け
で
な
く
、
人
間
も
で
す
。

特
に
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
農
家
の
作
業
は
厳
し
い
も
の
で
す
。

テ
レ
ビ
な
ど
で
連
日
熱
中
症
対
策
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
が
、

農
作
業
は
基
本
的
に
屋
外
で
あ
り
、
必
要
な
作
業
を
必
要
な
時

期
に
済
ま
せ
な
け
れ
ば
農
作
物
の
生
育
状
況
に
大
き
く
影
響
し

ま
す
。
な
か
な
か
言
わ
れ
た
通
り
に
対
策
で
き
な
い
の
が
現
実

で
す
。
そ
れ
で
も
適
度
に
休
憩
し
、
水
分
や
ミ
ネ
ラ
ル
を
十
分

に
摂
る
な
ど
、
体
調
を
整
え
、
作
業
は
で
き
る
だ
け
早
朝
や
夕

方
に
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
熱
中
症
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

　

例
年
で
あ
れ
ば
、
広
報
８
月
号
が
手
元
に
届
く
こ
ろ
は
、
梅

雨
の
末
期
で
大
雨
が
心
配
な
時
期
で
す
。
し
か
し
、
長
期
予
報

で
は
当
分
ま
と
ま
っ
た
雨
が
な
い
よ
う
で
す
。
猛
暑
の
中
、
む

し
ろ
梅
雨
空
が
恋
し
く
な
り
ま
す
。
適
度
な
雨
は
作
物
だ
け
で

な
く
人
に
と
っ
て
も
恵
み
で
す
。

　  ６   . ３          南　鴨     　瀧澤きみ子
こ

　　   （99）

木
島
平
村
長　

日
䑓　

正
博

おしあわせに

　  ６   . ３   　      髙倉　大
だいしん

真　　　　　（中村）

　　　　　   　     村岡　璃
り こ

子　　　　  （東京都）

　　届出日　　　  　氏　　名    　　　　出身地区等
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